
備 考

―

平成22年4月
設置届出予定

計は実数

平成22年4月
学生募集停止報
告予定

4

千葉県浦安市明海
五丁目８番１号

　美術学科 平成18年4月
第1年次

学士(芸術学)

320 学士(柔道整
復学)

平成19年4月
第1年次

芸術学部

0
（160）

　理学療法学科 4 80 ― 320 学士(理学療
法学)

平成18年4月
第1年次

　整復医療・
　トレーナー学科

4

０ ２４７ ８ ０ ９ ２４

１０ １ ２
（１０） （１） （２）

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

・平成23年4月　健康科学部看護学科設置予定（平成22年4月届出予定）

・平成23年度より芸術学部美術学科を学生募集停止。（平成22年4月報告予定）

９
（５）

健康科学部　理学療法学科

０
（７）

人年次
人

新
設
学
部
等
の
概
要

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

健康科学部

80
（0）

　看護学科 4

80 ―

0
（40）

人人

―　科目

講師 助手

卒業要件単位数
実験・実習

計

平成23年4月
第1年次

７ ８
計

教授

人

（５）

健康科学部　看護学科

准教授

（０） （１）

―　単位

人

（１３） （０）

兼 任
教 員 等

専任教員等

人 人

　　　　　　整復医療・トレーナー学科

合　　　　計

計

既

設

分

基 本 計 画

計 240 ―

320
（0）

960

―

フ リ ガ ナ

０

―　科目

教育
課程

開設する授業科目の総数

　―　科目

演習

助教

編入学
定　員

平成２３年４月から芸術学部美術学科（入学定員４０人、収容定員１６０人）の学
生募集を停止すると同時に、この定員振り替えに加え、入学定員を４０人（収容定
員１６０人）増やし、健康科学部看護学科（入学定員８０人、収容定員３２０人）
を開設するため、学則を変更する。

所　在　地
修業
年限

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

収容
定員

入学
定員

１４

（１）（７）

（３８）
５ １０ ３８

（１０）

基　本　計　画　書

設 置 者

教

員

組

織

の

概

要

新設学部等の名称
講義

大 学 本 部 の 位 置

学　部　等　の　名　称

事 項

様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ  ﾘｮｳﾄｸｼﾞﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

了德寺大学   (Ryotokuji University)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　了德寺大学

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

記 入 欄

大 学 の 目 的

了德寺大学は、将来の日本の新たな伝統となる文化芸術を教授研究し、これを後世
に伝え得る文化芸術家を育成することにより、日本の文化芸術の向上に寄与すると
ともに、保健医療に関する知識と専門の学術を教授研究し、高度で資質の高い医療
専門職の人材を育成することにより、我が国の保健医療の向上と福祉の増進に寄与
することを目的とする。

千葉県浦安市明海五丁目８番１号

 ﾘｮｳﾄｸｼﾞﾀﾞｲｶﾞｸ

―

計

人
新

設

分

　　年　月
第　年次

学士(看護学)

―　科目

２４
（１８）（１３）

２４
（０）

１

９

（１８）（７） （１）（０）

２２
（９） （２２）

１６ ３ ３５

０ ３６
（０） （３６）

３ ３６

（１６） （３） （３５）

（３９）（３）（５１）

（３６）

３１９ ４１

（３）

６２

（１７） （６） （５）

（２２） （１１）
２４

（５）（１３）
５

（３）
７ ５ ３

６

（５）

１７
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了德寺大学スポーツ

パークとの計

借用面積 15483.72㎡
借用期間 平成17年から

　　　　　30年間

了德寺大学スポーツ

パークとの計

大学全体

大学全体

図書費には電子
ｼﾞｬｰﾅﾙ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ
ｽの整備費(運用
ｺｽﾄ含む)を含
む。

　― 千円

62,440千円 27,581千円 28,384千円 6,846千円 　― 千円 　― 千円

15,000千円 　― 千円

20,000千円 　― 千円

15,000千円 15,000千円 15,000千円

20,000千円20,000千円 　― 千円経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

証明手数料収入・雑収入等

 　―　千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

　― 千円 　― 千円

36,100千円

400千円 400千円

区　分 開設前年度 第１年次 第３年次

設 備 購 入 費 89,062千円

了德寺大学

1,600 千円

第３年次 第４年次 第５年次

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 1,800 千円

所　在　地学 部 等 の 名 称

年 人

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

年次
人

附属施設の概要

名　称：了德寺大学附属接骨院

規模等：９０㎡

既
設
大
学
等
の
状
況

　　整復医療・
　　トレーナー学科

修業
年限

編入学
定　員

80

40

１　室

400千円400千円
経費
の見
積り

第５年次

点

事 務 職 員

０　室

新設学部等の名称

合 計 106,880.72㎡

冊 点

専　　用

標本

84,914.50㎡

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

職　　　種

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

種

大学全体
(21,888[2,957])

学術雑誌

２８　　 人

教室等

校
　
　
地
　
　
等

共　　用

専　　任 兼　　任

0㎡12,473.23㎡

（０）

３１
（３１）

計

専　　用

そ の 他 の 職 員
０

共　　用

２

（２８）

１９　室

〔うち外国書〕

図書

（４５）

３

計

４５　 　人１７　 　人

（１７）

１

0㎡

区　　　分

（１３）
１３

校　　　舎

72,441.27㎡

小 計

そ の 他 21,966.22㎡

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

（　　20,698.72㎡）

20,698.72㎡

室

室　　　数

計

0㎡

共用する他の
学校等の専用

（補助職員１人）

20,698.72㎡

（補助職員０人）

（　　20698.72㎡）

106,880.72㎡

12,473.23㎡

21,966.22㎡

共用する他の
学校等の専用

0㎡

84,914.50㎡

72,441.27㎡

0㎡

0㎡

（３）

（１３）

６４

計

１３

３

（３）

（６４）

（9,842）

154230

（　103　）（　230　）

12,143

視聴覚資料

33,000〔4,500〕

（２） （１）

（２）（１）

２１

３３
（３３）

５　室 　２５　室

演習室

〔うち外国書〕

電子ジャーナル

実験実習室

大学全体

新設学部等の名称

〔うち外国書〕

講義室

体育館
面積

1071.17㎡

0㎡

230

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

154

（　103　）

12,143

第６年次

190,000冊

第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

第２年次

―

図書館

（ 382〔 98 〕）
計

33,000〔4500〕

面積

1886.30㎡

(21,888[2,957])

284席

（ 19〔 19 〕）

19〔 19 〕　

4 80 ―

19〔 19 〕　

（ 19〔 19 〕）

382〔 98 〕　

（ 382〔 98 〕）

382〔 98 〕　

図 書 購 入 費

20,000千円

― 160

学士(理学療法学) 1.25320

0.74

0㎡

語学学習施設

学士(芸術学)

第１年次 第２年次

平成18年度

人

4
　芸術学部
　　美術学科

（　　　　　0㎡）

0㎡ 0㎡

 　―　千円1,600 千円

（9,842）（　230　）

（　　　　　0㎡）

点

機械・器具

1,600 千円

収容
定員

大 学 の 名 称

―

目　的：整復医療・トレーナー学科の臨床実習

所在地：千葉県浦安市明海五丁目８番１号（学内施設）

平成18年度

320 平成19年度4 1.22学士(柔道整復学)

　健康科学部
　　理学療法学科

平成23年度末ま
でに移転予定

0㎡

千葉県浦安市明海
五丁目８番１号

倍

６４

情報処理学習施設

第６年次

設置年月：平成２１年６月

0㎡
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                了德寺大学学則 
第１章 総 則 

（目 的） 

第１条 了德寺大学（以下「本学」という。）は、将来の日本の新たな伝統となる文化芸術

を教授研究し、これを後世に伝え得る文化芸術家を育成することにより、日本の文化芸

術の向上に寄与するとともに、保健医療に関する知識と専門の学術を教授研究し、高度

で資質の高い医療専門職の人材を育成することにより、我が国の保健医療の向上と福祉

の増進に寄与することを目的とする。 

（自己評価） 

第２条 本学は、教育研究水準の向上を図るとともに、前条の目的及び社会的使命を達成

するため、教育研究活動等の状況について、自ら点検・評価（以下「自己評価」という。）

を行う。 

２ 自己評価に関する規定は、別に定める。 

（学部・学科及び学生定員） 

第３条 本学に、芸術学部及び健康科学部を置く。 

２ 芸術学部及び健康科学部に設置する学科・学生定員は、次のとおりとする。 

学  部 学  科 入学定員 総定員 

芸術学部 美術学科 ４０名 １６０名 

理学療法学科 ８０名 ３２０名 

整復医療・トレーナー学科 ８０名 ３２０名 健康科学部 

看護学科 ８０名 ３２０名 

計 ２４０名 ９６０名 

（学科の教育目的） 

第３条の２ 各学科は、次の各号に掲げる事項を教育目的とする。 

（１）芸術学部美術学科は、歴史と伝統に根ざした今日的芸術表現を研究開発し実践する

芸術家を育成する。 

（２）健康科学部理学療法学科は、医療の高度化及び超高齢社会に対応した理学療法学を

研究開発し実践する専門職を育成する。 

（３）健康科学部整復医療・トレーナー学科は、超高齢社会及び国民の健康志向に対応し

た柔道整復学・アスレティックトレーナー学を研究開発し実践する専門職を育成する。 

（４）健康科学部看護学科は、医療の高度化及び超高齢社会に対応した看護学を研究開発

し実践する専門職を育成する。 

（教養教育センター） 

第４条 本学に、学部のほか、両学部に共通する教養教育・研究を行う教養教育センター

を置く。 

２ 教養教育センターに関する規定は、別に定める。 

1 



第４条の２ 健康科学部に、学科のほか両学科に共通する医学教育・研究を行う医学教育

センターを置く。 

２ 医学教育センターに関する規定は、別に定める。 

（附属図書館） 

第５条 本学に、附属図書館を置く。 

２ 附属図書館に関する規定は、別に定める。 

第５条の２ 本学に、情報化の推進を行う情報処理センターを置く。 

２ 情報処理センターに関する規定は、別に定める。 

 

第２章  学年、学期及び休業日 

（学 年） 

第６条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（学 期） 

第７条 学年を、次の２学期に分ける。 

    前期 ４月１日から９月３０日まで 

    後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

（授業期間） 

第８条 授業期間は、試験等の期間を含め、年間３５週にわたることを原則とする。 

（休業日） 

第９条 休業日は、次のとおりとする。 

（１）日曜日及び土曜日 

（２）国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８条）に規定する休日 

（３）春季休業日 

（４）夏季休業日 

（５）冬季休業日 

２ 前項第３号、第４号及び第５号については、年度の初めに学長が定める。 

３ 学長は、第１項及び第２項の規定にかかわらず、特別の必要のあるときは、臨時に休

業日を設け、又は休業日を変更することができる。 

 

第３章  修業年限及び在学年限 

（修業年限） 

第１０条 本学の修業年限は、４年とする。 

（在学年限） 

第１１条 学生は、８年を超えて在学することができない。ただし、第２４条、第２５条

及び第２６条の規定により入学した者は、第２７条の規定により定められた在学すべき

年数の２倍に相当する年数を超えて在学することができない。 

2 



第４章  教育課程及び履修方法 

（授業科目） 

第１２条 授業科目は、その内容により、教養科目、専門基礎科目及び専門科目に区分す

る。 

２ 各学科の授業科目及び単位数は、別表１のとおりとする。 

（授業科目の履修等） 

第１３条 卒業に必要な学科ごとの授業科目及び単位数は、別表２のとおりとする。 

２ 学生は、前条に定めるもののほか、別表３に掲げる他学科の授業科目を履修すること

ができる。 

３ 次の表の左欄に掲げる学科の課程を修了した者は、それぞれ同表の右欄に掲げる試験

を受験することができる。 

学 科 試験の種類 

健康科学部理学療法学科 理学療法士国家試験 

健康科学部整復医療・トレーナー学科 柔道整復師国家試験 

健康科学部看護学科 看護師国家試験 

４ 次の表の左欄に掲げる学科において、別表４に掲げる所定の授業科目を履修し、その

単位を修得した者は、それぞれ同表の右欄に掲げる資格を取得することができる。 

学 科 資格の種類 

芸術学部美術学科 中学校教諭一種免許状 (美術) 

 高等学校教諭一種免許状 (美術) 

 高等学校教諭一種免許状 (書道) 

 学芸員 

健康科学部整復医療・トレーナー学科 中学校教諭一種免許状 (保健体育) 

 高等学校教諭一種免許状 (保健体育) 

 財団法人日本体育協会公認 

アスレティックトレーナー（受験資格） 

 財団法人健康・体力づくり事業財団認定 

健康運動指導士（受験資格） 

健康科学部看護学科 保健師（国家試験受験資格） 

 養護教諭一種免許状 

５ 履修の方法については、本学則に定めるもののほか、別に定める。 

（単位の計算方法） 

第１４条 授業科目の単位数は、１単位４５時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な

学修を考慮して、次の基準により算定するものとする。 

（１）講義は、１５時間から３０時間までの範囲で大学が定める時間をもって１単位とす 
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る。 

（２）演習は、３０時間をもって１単位とする。 

（３）実験、実習及び実技は、３０時間から４５時間までの範囲で大学が定める時間をも

って１単位とする。 

（履修の届出） 

第１５条 学生は、履修しようとする授業科目について、指定の期日までに学長に届け出

て、その承認を得なければならない。 

（単位の授与） 

第１６条 授業科目を履修した者に、認定の上、所定の単位を与える。 

２ 単位の認定方法は、別に定める。 

（他の大学等における授業科目の履修等） 

第１７条 学長は、教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議に基づき、

学生に当該他の大学又は短期大学の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、３０単位を超えない範

囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

３ その他履修に必要な事項は、別に定める。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第１８条 本学第１年次に入学する前に他の大学又は短期大学において修得した単位（大

学設置基準第３１条又は短期大学設置基準第１７条に規定する科目等履修生として修

得した単位を含む。以下「既修得単位」という。）について教育上有益と認めるときは、

学長は、教授会の議を経て、本学で修得したものとして認定することができる。 

２ 前項に規定する単位の認定は、３０単位を超えない範囲とする。 

３ 前２項の規定は、外国の大学又は短期大学において単位を修得した者について準用す

る。 

４ その他、既修得単位の認定に必要な事項は、別に定める。 

（学修の評価） 

第１９条 授業科目の成績評価は、優、良、可及び不可の４段階をもって表示し、優、良

及び可を合格とする。 

２ その他、学修の評価に必要な事項は、別に定める。 

 

第５章  入 学 

（入学の時期） 

第２０条 入学の時期は、毎年４月とする。 

（入学資格） 

第２１条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）高等学校を卒業した者 
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（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程により

これに相当する学校教育を修了した者 

（３）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文

部科学大臣の指定した者 

（４）文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外教

育施設の当該課程を修了した者 

（５）文部科学大臣の指定した者 

（６）高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試

験に合格した者 

（７）大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、１８歳に達したもの 

（入学志願手続） 

第２２条 本学に入学を志願する者は、本学所定の入学願書に入学検定料を添えて学長に

提出しなければならない。提出の時期、方法、提出すべき書類等については、別に定め

る。 

（入学者の選考及び入学許可） 

第２３条 前条の入学志願者に対しては、別に定めるところにより選考を行う。 

２ 前項に規定する選考に合格した者は、本学所定の書類に入学料を添えて、指定された

期間内に学長に提出しなければならない。 

３ 前項の手続を完了した者に入学を許可する。 

（編入学） 

第２４条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者で、本学への編入学を志願する者が

あるときは、欠員のある場合に限り、選考の上、相当年次への入学を許可することがで

きる。 

（１）美術学科にあっては、大学を卒業した者又は中途退学した者、若しくは短期大学を

卒業した者 

（２）理学療法学科にあっては、理学療法士及び作業療法士法（昭和４０年法律第１３７

号）第１１条第１号の規定による文部科学大臣の指定した大学又は短期大学を卒業し

た者、若しくは厚生労働大臣の指定した専修学校を卒業した者 

（３）整復医療・トレーナー学科にあっては、柔道整復師法（昭和４５年法律第１９号）

第１２条第１号の規定による文部科学大臣の指定した大学又は短期大学を卒業した者、

若しくは厚生労働大臣の指定した専修学校を卒業した者 

（４）看護学科にあっては、保健師助産師看護師法（昭和２３年法律２０３号）第２１条

第１号の規定による文部科学大臣の指定した大学又は短期大学を卒業した者、若しく

は厚生労働大臣の指定した専修学校を卒業した者 

２ 前項に定めるもののほか、編入学に必要な規定は、別に定める。 
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（転入学） 

第２５条 学長は、他の大学に在籍している者で本学への転入学を志願する者があるとき

は、欠員のある場合に限り、選考の上、相当年次に入学を許可することができる。 

２ 転入学に関する規定は、別に定める。 

（再入学） 

第２６条 学長は、本学を退学した者で再入学を志願する者があるときは、欠員のある場

合に限り、選考の上、相当年次に入学を許可することができる。 

２ 再入学に関する規定は、別に定める。 

（既に履修した授業科目の取り扱い等） 

第２７条 前３条の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の

取り扱い並びに在学すべき年数については、教授会の議を経て、学長が定める。 

（保証人） 

第２８条 入学を許可された者は、保証人を定めて指定された期間内に、学長に届け出な

ければならない。 

２ 保証人に関する規定は、別に定める。 

 

第６章  休学、復学、留学、転科、転学、退学及び除籍 

（休 学） 

第２９条 学生は、疾病その他やむを得ない事由により引き続き２か月以上修学すること

ができないときは、学長の許可を受けて休学することができる。 

２ 学長は、疾病のため修学することが適当でないと認められる者に対して、休学を命ず

ることができる。 

３ 休学は、１年以内とする。ただし、特別の事由がある場合には、引き続き許可を願い

出ることができる。 

４ 休学期間は、通算して４年を超えることができない。 

５ 休学期間は、第１１条に定める在学年限に算入しない。 

（復 学） 

第３０条 休学期間中に休学の事由が終わったとき又は休学期間が終了したときは、学長

に届け出て復学することができる。 

（留 学） 

第３１条 外国の大学等に留学を志願する者は、学長の許可を得て留学することができる。 

２ 学長は、前項の規定により留学した者について、当該留学した期間を第３６条第１項

に規定する在学期間に含めることができる。 

３ 第１項の規定による留学により修得した単位の取り扱いについては、第１７条第２項

の規定を準用する。 
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（転 科） 

第３２条 学長は、他の学科に転科を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り、

選考により、これを許可することができる。 

２ 前項の規定により転科を志願する学生は、在籍のまま志願することができる。 

（転 学） 

第３３条 学生は、他の大学に転学しようとするときは、あらかじめ学長の許可を受けな

ければならない。 

（退 学） 

第３４条 学生は、疾病その他やむを得ない事由により退学しようとするときは、所定の

願書に事由を詳記し、保証人連署のうえ学長に願い出て、その許可を受けなければなら

ない。 

（除 籍） 

第３５条 次の各号の一に該当する者は、学長が除籍する。 

 （１）第１１条に定める在学年限又は第２９条に定める休学期間を超えた者 

 （２）死亡した者 

 （３）長期間にわたり行方不明の者 

２ 学長は、授業料を所定の期日までに納入しない者について、除籍することができる。 

 

第７章  卒業及び学位 

（卒 業） 

第３６条 学長は、本学に４年以上（編入学、転入学又は再入学した者にあっては、第２

７条の規定により定められた期間）在学し、別表２に定める単位数を取得し、かつ卒業

試験に合格した者について、卒業を認定する。 

２ 本学を卒業した者に対し、学士の学位を授与する。 

３ 前項の規定により授与する学位は、次のとおりとする。 

  芸術学部美術学科を卒業した者            学士（芸術学） 

  健康科学部理学療法学科を卒業した者         学士（理学療法学） 

  健康科学部整復医療・トレーナー学科を卒業した者   学士（柔道整復学） 

健康科学部看護学科を卒業した者           学士（看護学） 

４ 卒業試験に関する規定は、別に定める。 

 

第８章  賞 罰 

（表 彰） 

第３７条 学長は、品行学業ともに優秀で他の模範となる学生、又は学生として表彰に値

する行為のあった者を、教授会の議を経て、表彰することができる。 
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（懲 戒） 

第３８条 学長は、学則その他本学の定める諸規程に違反し、又は学生としての本分に反

する行為をした者を、教授会の議を経て、懲戒することができる。 

２ 懲戒処分は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 前項の退学処分は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

（２）成績不良で成業の見込みがないと認められる者 

（３）正当な理由がなく出席の常でない者 

（４）本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

４ 停学期間は、在学年数に算入する。 

 

第９章  科目等履修生、特別聴講生、研究生及び外国人留学生 

（科目等履修生） 

第３９条 本学において開設する授業科目のうち、特定の授業科目の履修を志願する者が

あるときは、本学の教育研究に支障のない範囲において、選考により、科目等履修生と

して入学を許可することができる。 

２ 科目等履修生として入学することのできる者は、第２１条各号の一に該当する者とす

る。 

３ 学長は、科目等履修生に対し、単位を与えることができる。 

４ 科目等履修生に関する規定は、別に定める。 

（特別聴講生） 

第４０条 学長は、他の大学又は短期大学の学生で、本学において特定の科目を履修する

ことを希望する者があるときは、当該大学又は短期大学との協議に基づき、特別聴講生

として入学を許可することができる。 

２ 特別聴講生に関する規定は、別に定める。 

（研究生） 

第４１条 本学教員の指導を受けて特定の事項に関する研究に従事することを希望する者

があるときは、本学の教育研究に支障がない場合に限り、選考のうえ研究生として入学

を許可することができる。 

２ 研究期間は１年以内とする。ただし、特別の事由がある場合は、その期間を更新する

ことができる。 

３ 研究生に関する規定は、別に定める。 

（外国人留学生） 

第４２条 外国人留学生として本学に入学を志願する者があるときは、選考のうえ入学を

許可することができる。 

２ 外国人留学生に関する規定は、別に定める。 
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第１０章  授業料等 

（授業料等） 

第４３条 本学の授業料、入学料、入学検定料及び証明書手数料は、別表５のとおりとす

る。 

（授業料等の納付） 

第４４条 本学の学生（科目等履修生、特別聴講生及び研究生を除く。）の授業料（施設費、

実習設備維持費を含む。以下同じ。）は、４月１日から９月３０日までを前期、１０月

１日から翌年３月３１日までを後期とし、その年額の２分の１に相当する額を、それぞ

れの期の学長が指定した日までに納付しなければならない。ただし、学長が特別な事由

があると認める場合は、３回以上に分割して納付することができる。 

２ 科目等履修生及び特別聴講生の授業料は、履修する単位分を一括して、学長の指定し

た日までに納付しなければならない。 

３ 研究生の授業料は、研究する期間分を一括して、学長の指定した日までに納付しなけ

ればならない。 

（休学の場合の授業料） 

第４５条 第２９条に定める休学期間が、第４４条に定める授業料納付区分の全期間であ

る場合は、その期分の授業料を免除する。ただし、別表５に定める休学在籍手数料を納

付しなければならない。 

２ 前期又は後期の途中において休学し、又は復学した場合は、その属する期分の授業料

を納付しなければならない。 

（留学の場合の授業料） 

第４６条 第３１条に定める留学期間が、第４４条に定める授業料納付区分の全期間であ

る場合は、その期分の授業料を免除する。 

２ 前期又は後期の途中において留学し、又は留学を終えた場合は、その属する期分の授

業料を納付しなければならない。 

（学年途中で卒業した者等の授業料の額） 

第４７条 前期又は後期の途中において卒業、退学、転学した者又は除籍された者は、そ

の期分の授業料の全額を納付しなければならない。 

２ 前期又は後期の途中において復学、編入学、転入学又は再入学（以下「復学等」とい

う。）した者は、復学等をした日の属する期分の授業料を納付しなければならない。 

（授業料等の不還付） 

第４８条 一度納付した授業料、施設費、実習設備維持費、入学料、入学検定料及び証明

書手数料は、還付しない。ただし、入学の前年度の３月３１日までに入学を辞退した者

の授業料、施設費及び実習設備維持費については、これを返還する。 

（授業料の減免等） 

第４９条 授業料の納付が極めて困難な者に対しては、願い出により審査のうえ授業料の
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分納の許可、徴収の猶予、減額又は免除（以下「減免等」という。）をすることができ

る。 

２ 授業料の減免等を願い出た者については、減免等の決定があるまでは、授業料の徴収

を猶予する。 

３ 授業料の減免等に必要な事項は、別に定める。 

 

第１１章  職員組織 

（職 員） 

第５０条 本学に、学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員その他必

要な職員を置く。 

２ 本学に、学部長、附属図書館長、教養教育センター長、情報処理センター長及び学生

部長を、健康科学部に医学教育センター長を置き、それぞれ教授をもって充てる。 

３ 美術学科に学科長を置き、教授をもって充てる。 

４ 理学療法学科に学科長を置き、教授をもって充てる。 

５ 整復医療・トレーナー学科に学科長を置き、教授をもって充てる。 

６ 看護学科に学科長を置き、教授をもって充てる。 

（学長等の職務） 

第５１条 学長は、本学の校務をつかさどり、所属職員を指揮監督する。 

２ 副学長は、学長を補佐し、学長不在のとき、その職務を代行する。 

３ 学部長は、学長の命を受け、学部の事務をつかさどる。 

４ 附属図書館長は、学長の命を受け、図書館の事務をつかさどる。 

５ 教養教育センター長は、学長の命を受け、教養教育センターの事務をつかさどる。 

６ 情報処理センター長は、学長の命を受け、情報処理センターの事務をつかさどる。 

７ 学生部長は、学長の命を受け、学生の厚生補導に関する事務をつかさどる。 

８ 医学教育センター長は、健康科学部長の命を受け、医学教育センターの事務をつかさ

どる。 

９ 美術学科長は、芸術学部長の命を受け、美術学科の事務をつかさどる。 

１０ 理学療法学科長は、健康科学部長の命を受け、理学療法学科の事務をつかさどる。 

１１ 整復医療・トレーナー学科長は、健康科学部長の命を受け、整復医療・トレーナー

学科の事務をつかさどる。 

１２ 看護学科長は、健康科学部長の命を受け、看護学科の事務をつかさどる。 

 

第１２章  教授会 

（教授会） 

第５２条 本学に、重要な事項を審議するため、教授会を置く。 
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（教授会の構成） 

第５３条 教授会は、学長、副学長及び教授をもって組織する。 

２ 学長は、准教授その他の職員を、必要に応じ、教授会に加えることができる。 

（審議事項） 

第５４条 教授会は、次の事項を審議する。 

（１）教員の人事に関する事項 

（２）学生の入学、休学、復学、留学、転科、転学、退学、除籍、卒業及び賞罰に関する

事項 

（３）教育課程及び履修に関する事項 

（４）学生の厚生補導に関する事項 

（５）学則その他学内諸規定に関する事項 

（６）学長の諮問した事項 

（７）その他本学の教育及び研究に関する重要な事項 

２ 教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第１３章  学内委員会 

（学内委員会） 

第５５条 本学の運営に関する連絡調整、企画調査等にあたるため、入学試験委員会、自

己点検評価委員会、教務委員会その他必要な学内委員会を置くことができる。 

２ 学内委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

第１４章  運営会議 

（運営会議） 

第５６条 本学に、適正で効率的な大学運営を図るため、運営会議を置く。 

２ 運営会議は、学長、副学長、学部長、附属図書館長、教養教育センター長、情報処理

センター長、学生部長及、医学教育センター長及び学科長で構成し、次の事項を審議す

る。 

（１）教授会への提出議題に関すること 

（２）その他、本学の運営に係る企画及び調整に関すること 

 

    第１５章  特任教員、客員教員 

（特任教員） 

第５７条 本学に、特任教授、特任准教授及び特任助教を置くことができる。 

２ 特任教員に関する規定は、別に定める。 

（客員教員） 

第５７条の２ 本学に、客員教授、客員准教授及び客員助教を置くことができる。 
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２ 客員教員に関する規定は、別に定める。 

 

第１６章  研究施設等 

（研究施設） 

第５８条 本学に、研究施設を置くことができる。 

２ 研究施設に関する規定は、別に定める。 

（受託研究及び共同研究） 

第５８条の２ 本学の学術研究に資するため必要と認めるときは、受託研究及び共同研究

を行うことができる。 

２ 受託研究及び共同研究に関する規定は、別に定める。 

 

第１７章  生涯教育等 

（生涯教育等） 

第５９条 本学は、地域に開かれた大学をめざし、次の各号に掲げる事業等を実施する。 

（１）地域住民の生涯学習のための公開講座 

（２）地域における教育文化活動等に対する講師派遣等の支援 

（３）卒後教育など保健医療福祉従事者を対象とする専門教育 

 

第１８章  厚生保健施設 

（厚生保健施設） 

第６０条 本学に、必要な厚生保健施設を置く。 

２ 厚生保健施設に関する規定は、別に定める。 

 

第１９章  雑 則 

（細 則） 

第６１条 この学則に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この学則は、公布の日から施行し、平成１８年４月１日から適用する。 

      

     附 則 

１ この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 平成１８年度に入学した者の入学料及び施設拡充費の額は、学則第４３条の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

２ この学則は、平成１９年５月１７日から施行する。 

３ この学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

12 
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４ この学則は、平成２１年１月１日から施行する。 

５ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

６ この学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

 平成２１年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

７ この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

  学則第３条第２項の学生定員の計欄は、芸術学部美術学科を含まない。 

 



必修選択 必修選択

日本近代文化史 4 基礎技法Ⅰ（日本画） 4

西洋文化史 　 2 素材研究Ⅰ（日本画） 2

日本武道文化論 4 基礎造形Ⅰ（日本画） 4

比較文化論 　 2 基礎演習Ⅰ（日本画） 4

言葉と文化 　 2 表現効果演習Ⅱ（日本画） 4

宗教と文化 　 2 基礎技法Ⅱ（書道） 4

環境と芸術 　 2 素材研究Ⅱ（書道） 2

心理学 2 基礎造形Ⅱ（書道） 4

人と法 　 2 基礎演習Ⅱ（書道） 4

生命倫理 2 表現効果演習Ⅲ（書道） 4

人間の性と健康 　 2 基礎技法Ⅲ（華道） 4

人間関係とコミュニケーション 1 素材研究Ⅲ（華道） 2

情報処理 1 基礎造形Ⅲ（華道） 4

情報処理演習 1 基礎演習Ⅲ（華道） 4

英語ⅠA（読解中心） 1 表現効果演習Ⅳ（華道） 4

英語ⅠB（表現中心） 1 基礎技法Ⅳ（油画） 4

英語ⅡA（読解中心） 1 素材研究Ⅳ（油画） 2

英語ⅡB（表現中心） 1 基礎造形Ⅳ（油画） 4

中国語入門 　 1 基礎演習Ⅳ（油画） 4

朝鮮語入門 　 1 表現効果演習Ⅴ（油画） 4

現代生物学 　 2 基礎技法Ⅴ（こころアート） 4

現代物理学 　 2 素材研究Ⅴ（こころアート） 2

地球環境論 1 基礎造形Ⅴ（こころアート） 4

地域社会論 　 1 基礎演習Ⅴ（こころアート） 4

社会福祉概論 　 2 表現効果演習Ⅵ（こころアート） 4

国際関係論 　 2 素描Ⅱ（日本画） 4

スポーツ理論と実習Ⅰ 　 1 応用造形Ⅰ（日本画） 8

スポーツ理論と実習Ⅱ 1 造形表現Ⅰ（日本画） 12

ボランティア活動 　 1 法帖講読 4

芸術実技入門 　 1 応用造形Ⅱ（書道） 8

日本文化芸術概論 4 造形表現Ⅱ（書道） 12

日本美術史 4 表現基礎 4

西洋美術史 4 応用造形Ⅲ(華道） 8

書道史 4 造形表現Ⅲ(華道） 12

華道史 4 素描Ⅲ（油画） 4

東アジアの美術 4 応用造形Ⅳ（油画） 8

現代美術論 4 造形表現Ⅳ（油画） 12

文字学 4 素描Ⅳ（こころアート） 4

デザイン論 2 応用造形Ⅴ（こころアート） 8

日本伝統工芸概論 4 造形表現Ⅴ（こころアート） 12

色彩学 2 江戸切子 1

現代工芸論 2 竹造形 1

東洋画論 4 人形アート 1

芸術解剖学 2 染色 1

芸術療法概論　※ 2 和紙造形 1

臨床心理学　※ 2 茶道 1

映像メディア表現 4 日本画 1

書道指導法 4 水墨画 1

古名跡書論 2 書 1

近代絵画論 2 油絵 1

アートマネジメント 2 水彩画 1

美学入門 2 卒業制作 10

素描Ⅰ（絵画） 4

表現効果演習Ⅰ（絵画） 4

日本伝統文化特講Ⅰ（水墨画） 2

日本伝統文化特講Ⅱ（書道） 2

日本伝統文化特講Ⅲ（華道） 2

日本伝統文化特講Ⅳ（木版画） 2

立体制作 4

屋外写生ゼミ 1

古美術研修ゼミ 1

　「こころアートコース」を選択する者は、基礎理論「芸
術療法概論」「臨床心理学」を必ず履修すること基

礎
実
技
１

※備考　

基
礎
実
技
２

人
間
と
文
化

人
間
の
本
質
と
尊
厳

人
と
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ

人
間
と
環
境

別表１　（第１２条関係）

日
本
画

日
本
画

芸
術
書
道

華
道
造
形

油
　
絵

（芸術学部　美術学科）

人
間
と
活
動

教
養
科
目

授業科目の名称
単位数

授業科目の名称区分
単位数

区分

芸
術
書
道

総

合

夏
期
集
中
講
座
科
目

華
道
造
形

油
絵

こ
こ
ろ
ア
ー

ト

実
技
研
究

こ
こ
ろ
ア
ー

ト
基
礎
理
論
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日本近代文化史 4 社会保障概論 2

西洋文化史 2 救急法 1

日本武道文化論 4 ケアマネージメント論 1

比較文化論 2 衛生学・公衆衛生学 1

言葉と文化 2 運動学 1

宗教と文化 2 運動学実習 1

環境と芸術 2 臨床運動学実習 1

心理学 2 理学療法学概論 1

人と法 2 理学療法特講Ⅰ（医学英語論文） 1

生命倫理 2 理学療法学研究法特論 1

人間の性と健康 2 日常生活活動学 1

人間関係とコミュニケーション 1 日常生活活動学実習 1

情報処理 1 理学療法評価学 2

情報処理演習 1 機能能力診断学実習 1

英語ⅠA（読解中心） 1 神経診断学 1

英語ⅠB（表現中心） 1 生活障害診断学 1

英語ⅡA（読解中心） 1 基礎運動療法学 1

英語ⅡB（表現中心） 1 基礎運動療法学実習 1

中国語入門 1 応用運動療法学 1

朝鮮語入門 1 物理療法学 1

現代生物学 2 物理療法学実習 1

現代物理学 2 義肢装具学 2

地球環境論 1 義肢装具学実習 1

地域社会論 　 1 整形外科理学療法学 1

社会福祉概論 　 2 整形外科理学療法学実習 1

国際関係論 2 整形外科理学療法学演習 1

スポーツ理論と実習Ⅰ 1 神経系障害理学療法学 1

スポーツ理論と実習Ⅱ 1 神経系障害理学療法学実習 1

ボランティア活動 1 神経系障害理学療法学演習 1

芸術実技入門 1 内部障害理学療法学 1

生化学 2 内部障害理学療法学実習 1

人間発達学 2 発達障害理学療法学 1

解剖学Ⅰ 2 発達障害理学療法学実習 1

解剖学Ⅱ 2 スポーツ理学療法学演習 1

解剖学実習 2 老年期障害理学療法学演習 1

生理学Ⅰ 2 地域リハビリテーション概論 1

生理学Ⅱ 2 地域リハビリテーション理学療法学 1

生理学実習 1 生活環境論 2

臨床心理学 2 理学療法カウンセリング 1

薬理学 1 理学療法治療学演習 1

微生物学・免疫学 2 インタープロフェッショナル演習 1

臨床検査概論 1 理学療法特講Ⅱ 1

認知行動科学 1 理学療法管理経営学 1

病理学 1 卒業課題研究 2

病態生理学 2 臨床教育実習Ⅰ（3年次）

内科学 4 臨床教育実習Ⅰ（3年次発表会）

外科学 2 臨床教育実習Ⅱ前期（4年次）

整形外科学Ⅰ 2 臨床教育実習Ⅱ前期（4年次発表会）

整形外科学Ⅱ 2 臨床教育実習Ⅱ後期（4年次）

神経内科学 4 臨床教育実習Ⅱ後期（4年次発表会）

精神医学 2

小児科学 1

老年医学 1

リハビリテーション医学 2

3
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法
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療
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ハ
ビ
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テ
ー
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人
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養
科
目
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間
と
文
化

基
礎
・
臨
床
医
学
科
目

健
康
と
社
会

理
学
療
法
専
門
科
目

基
礎
理
学
療
法
学

人
と
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹｰ

ｼ
ｮ
ﾝ

必修

人
間
の
本
質
と
尊
厳

必修

(健康科学部　理学療法学科）

区分 授業科目の名称
単位数

区分 授業科目の名称
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日本近代文化史 4 社会保障概論 2

西洋文化史 2 救急法 1

日本武道文化論 4 柔道のこころと技 2

比較文化論 2 ケアマネージメント論 1

言葉と文化 2 医療経営学 2

宗教と文化 2 衛生学・公衆衛生学 1

環境と芸術 2 衛生学・公衆衛生学特論 1

心理学 2 関係法規 2

人と法 2 医療面接・倫理学 2

生命倫理 2 伝承東洋医学概論 2

人間の性と健康 2 整復医療概論 2

人間関係とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 1 整復ケア理論（骨学） 2

情報処理 1 整復ケア理論（脱臼学） 2

情報処理演習 1 整復ケア理論（軟損） 2

英語ⅠA（読解中心） 1 治療学 2

英語ⅠB（表現中心） 1 スポーツトレーニング概論 2

英語ⅡA（読解中心） 1 スポーツトレーニング各論 2

英語ⅡB（表現中心） 1 整復ケア理論（体幹） 2

中国語入門 1 整復ケア骨損傷学Ⅰ 2

朝鮮語入門 1 整復ケア骨損傷学Ⅱ 2

現代生物学 2 整復ケア関節損傷学Ⅰ 2

現代物理学 2 整復ケア関節損傷学Ⅱ 2

地球環境論 1 整復ケア軟部組織損傷学Ⅰ 2

地域社会論 　 1 整復ケア軟部組織損傷学Ⅱ 2

社会福祉概論 　 2 卒業研究 4

国際関係論 2 検査・測定と評価 2

スポーツ理論と実習Ⅰ 1 検査・測定と評価演習 2

スポーツ理論と実習Ⅱ 1 整復技術 2

ボランティア活動 1 整復技術演習 1

芸術実技入門 1 基礎後療学演習 1

生化学(栄養学を含む) 2 応用後療学演習 1

人間発達学 2 臨床整復医療実習Ⅰ 1

解剖学Ⅰ 2 臨床整復医療実習Ⅱ 1

解剖学Ⅱ 2 マッスルケア 1

解剖学実習 1 整復総合演習Ⅰ 2

生理学Ⅰ 2 整復総合演習Ⅱ 2

生理学Ⅱ 2 整復総合演習Ⅲ 2

生理学実習 1 臨床手技療法Ⅰ 2

運動学 1 臨床手技療法Ⅱ 2

運動学特論 1 臨床応用後療学 2

運動生理学 2 整復医療特論 2

運動生理学実習 1 東洋医療臨床論 1

臨床心理学 2 東洋医療応用論 1

薬理学 1 スポーツコンディショニング論（実習を含む） 2

微生物学・免疫学 2 アスレティックリハビリテーション（実習を含む） 2

臨床検査概論 1 臨床実習Ⅰ 1

外科学 1 臨床実習Ⅱ 1

病理学概論 2 臨床実習Ⅲ 4

病態生理学 2

内科学 4

外科学 2

整形外科学Ⅰ 2

整形外科学Ⅱ 2

神経内科学総論 2

精神医学 2

小児科学 1

老年医学 1

スポーツ医学 4

スポーツ傷害論 4

運動器画像診断学 2

コンディショニング論 1

リハビリテーション医学 2

基
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床
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造
と
障
害

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心
身
の
発
達

基
礎
・
臨
床
医
学
科
目

専
門
科
目

教
養
科
目

人
間
と
文
化

人
と
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹｰ

ｼ
ｮ
ﾝ

人
間
と
環
境

人
間
と
活
動

基
礎
柔
道
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区分 授業科目の名称
単位数

区分 授業科目の名称
必修

(健康科学部　整復医療・トレーナー学科）

臨
床
柔
道
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復
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人
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本
質
と
尊
厳

単位数

選択 選択

臨
床
柔
道
整
復
実
技

必修

臨
床
実
習

医
療
と
社
会
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日本武道文化論 4 看護学概論 2

宗教と文化 2 看護過程論 2

国文学 2 生涯発達看護論 1

文化人類学 2

芸術表現Ⅰ（こころアート） 2

芸術表現Ⅱ（書道） 2

芸術表現Ⅲ（華道） 2

心理学 2 ヘルスアセスメント 1

人と法 2 基礎看護学実習Ⅰ 1

日本倫理思想 2 基礎看護学実習Ⅱ 2

教育本質論 2 成人看護学概論 1

人間関係とコミュニケーション 1

情報処理 1

情報処理演習 1

英語ⅠＡ（読解中心） 1

英語ⅠＢ（表現中心） 1 高齢者看護学概論 1

英語ⅡＡ（読解中心） 1 高齢者看護方法論 2

英語ⅡＢ（表現中心） 1 精神看護学概論 1

中国語入門 1 精神看護方法論 2

朝鮮語入門 1 成人看護学実習Ⅰ(慢性期看護実習) 3

現代生物学 2 成人看護学実習Ⅱ(急性期看護実習) 3

現代物理学 2 高齢者看護学実習 4

社会学 2 精神看護学実習 2

地球環境論 1 小児看護学概論 1

国際関係論 2 小児看護方法論 2

スポーツ理論と実習Ⅰ 1 母性看護学概論 1

スポーツ理論と実習Ⅱ 1  母性看護方法論 2

ボランティア活動 1 小児看護学実習 2

母性看護学実習 2

地域看護学概論 2

地域看護方法論Ⅰ(地域看護活動の基本) 2

地域看護方法論Ⅱ(地域看護活動の展開) 2

人体構造・生理機能実習 1 地域看護管理論（地域ケアの質管理） 2

生理学総論 2 在宅看護学概論 1

栄養学（食品学を含む） 1 在宅看護方法論 2

臨床心理学 2 地域看護学実習Ⅰ(地域看護の実際) 2

認知行動科学 1 地域看護学実習Ⅱ(学校保健・産業看護実習) 2

疾病・治療Ⅰ（総論） 2 在宅看護学実習 2

疾病・治療Ⅱ（内科系） 2 がん看護 1

疾病・治療Ⅲ（外科系） 2 災害看護論（救急法を含む） 1

リハビリテーション医学 2 医療安全支援論 1

薬理学 1 国際看護論 1

微生物学・免疫学 2 看護情報学 1

疫学 2 看護教育学 1

保健統計 2 看護倫理学 1

産業保健 1 看護管理学 1

外科学 1 看護政策論 1

衛生学 2 看護研究概論 1

公衆衛生学 2 看護研究（課題研究） 1

障害者福祉論 2

社会福祉政策論 2

地域リハビリテーション概論 1

アサーティブコミュニケーション 1 看護と芸術Ⅰ（こころアート） 1

芸術療法概論 2 看護と芸術Ⅱ（書道） 1

芸術療法実技Ⅰ（こころアート） 2 看護と芸術Ⅲ（華道） 1

芸術療法実技Ⅱ（書道） 2

芸術療法実技Ⅲ（華道） 2

単位数

選択 選択必修
区分 授業科目の名称

単位数
区分 授業科目の名称

必修

(健康科学部　看護学科）

1

人
間
と
環
境

人
間
と
活
動

専
門
基
礎
科
目

教
養
科
目

人
間
と
文
化

人
と
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ

ｰ

ｼ
ｮ
ﾝ

人
間
の
本
質
と
尊
厳

専
門
科
目

統
合
科
目

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

人
間
と
健
康

人
体
の
構
造
と
機
能

人体の構造・機能論Ⅰ
（骨格・筋系、神経系、消化吸
収）

人体の構造・機能論Ⅱ
（呼吸・循環器系、内分泌系）

1

看
護
と
芸
術

チ
ー

ム
医
療
と
看
護

地
域
・
在
宅
看
護
学

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル
ス
看
護
学

統
合
看
護
学

健
康
支
援
看
護
学

看
護
の
基
盤

看護技術Ⅰ
（共通基本技術・生活支援技術）

成人看護方法論Ⅱ
（急性期・回復期・リハビリ期）

2

統合実習
（基礎看護、母性看護、小児看護、成
人看護、精神看護、地域看護、在宅看
護）

2

2

看護技術Ⅱ
(生活支援技術・診療過程支援技術)

2

成人看護方法論Ⅰ
（慢性期・ターミナル期）

2
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選択 必修 選択

4 12 単位以上 人間と文化 8 4 12 単位以上

4 単位以上 人間の本質と尊厳 4 4 単位以上

5 単位以上 人とコミュニケーション 5 5 単位以上

4 5 単位以上 人間と環境 1 4 5 単位以上

2 2 単位以上 人間と活動 2 2 単位以上

28 単位以上 28 単位以上

人体の構造と機能及び心身の発達 15

疾病障害とリハビリテーション 18 単位以上

健康と社会 2

26 単位以上 42 単位以上

12 20 単位以上 基礎理学療法学 6 1 7 単位以上

日本画 理学療法評価学 5 5 単位

芸術書道 理学療法治療学 16 3 19 単位以上

華道造形 地域理学療法学 4 4 単位以上

油絵 応用理学療法学 5 5 単位以上

こころアート 臨床実習 18 18 単位

日本画

芸術書道

華道造形

油絵

こころアート

2 2 単位以上

総合 卒業制作 10 単位

74 単位以上 58 単位以上

128 単位以上 128 単位以上

42

（健康科学部理学療法学科）

教養科目計

授業科目の区分
単位数

計

教
養
科
目

（芸術学部美術学科）

単位数
計

8

人間と環境

人間と活動

必修
授業科目の区分

教
養
科
目

基礎・臨床医学科目計

7

人間と文化

4

5

1

人間の本質と尊厳

人とコミュニケーション

基
礎
・
臨
床
医
学
科
目

26

合　計

10

教養科目計

専門教育科目計

基礎理論 12 14

合　計

理学療法専門科目計

単位以上

基
礎
実
技
２

実
技
研
究

１分野
18単位

専門基礎科目計

５分野の中から
選択した１分野
１８単位

１分野
２４単位

基礎実技２で
選択したもの
と同一分野
２４単位

卒業必要単位数

別表２（第１３条第１項関係）

理
学
療
法
専
門
科
目

8

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

夏期集中講座

基礎実技１
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必修 選択 必修 選択

人間と文化 8 4 12 単位以上 人間と文化 6 2 8 単位以上

人間の本質と尊厳 4 4 単位以上 人間の本質と尊厳 4 2 6 単位以上

人とコミュニケーション 5 5 単位以上 人とコミュニケーション 6 1 7 単位以上

人間と環境 1 4 5 単位以上 人間と環境 1 4 5 単位以上

人間と活動 2 2 単位以上 人間と活動 1 1 2 単位以上

28 単位以上 28 単位以上

人体の構造と機能及び心身の発達 13 人体の構造と機能 6

疾病構造と障害 12 単位以上 疾病の成り立ちと回復の促進 9

医療と社会 9 人間と健康 4

42 単位以上 27 単位以上

基礎柔道整復学 14 看護の基礎 13

臨床柔道整復学 18 健康支援看護学 23

臨床柔道整復実技 16 リプロダクティブヘルス看護学 10

臨床実習 2 地域・在宅看護学 17

63 単位

チーム医療と看護 2 1 3 単位以上

統合看護学 5 1 6 単位以上

58 単位以上 10 単位以上

128 単位以上 128 単位以上

芸術療法実技
で履修したもの

と同一分野
1単位以上

専
門
科
目

8 58 単位以上 単位63

合　計

専門科目計

42

（健康科学部整復医療・トレーナー学科）

教養科目計

授業科目の区分
単位数

計

教
養
科
目

基
礎
・
臨
床
医
学
科
目 基礎・臨床医学科目計

8

教
養
科
目

教養科目計

専
門
基
礎
科
目

（健康科学部看護学科）

授業科目の区分
単位数

計

芸術療法実技
Ⅰ・Ⅱのうち
最低2単位を

含め、
27単位以上

専門基礎科目計

8

合　計

専
門
科
目

専門科目計

統
合
科
目

統合科目計

看護と芸術 1
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必修 選択 自由

2

科
目

2

2

2

2

2

江戸切子 1

竹造形 1

人形アート 1

染色 1

和紙造形 1

茶道 1

日本画 1

水墨画 1

書 1

油絵 1

水彩画 1

必修 選択 自由

2

2

1

授業科目の名称

日本伝統文化特講Ⅳ（木版画）

基
礎
・
臨
床

医
学
科
目

解剖学Ⅰ

精神医学

救急法

区分

（健康科学部理学療法学科，整復医療・トレーナー学科開設科目）

別表３（第１３条第２項関係）

他学部履修科目

（芸術学部美術学科開設科目）

単位数

専
門
基
礎

専
門
教
育
科
目

夏
期
集
中
講
座
科
目

芸術解剖学

芸術療法概論

日本伝統文化特講Ⅰ（水墨画）

日本伝統文化特講Ⅲ（華道）

区分 授業科目の名称
単位数

日本伝統文化特講Ⅱ（書道）
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別表１の区分 名　　称 必　修 選　択

［免許取得要件］

必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

［免許取得要件］

中一種免取得希望者は、必ず履修する
こと。

2

2

2

③中一種免取得希望者は「現代工芸
論」を必ず履修すること。

備　　　　　　　考

2

備　　　　　　　考

①免許法施行規則に定める科目区分ご
とに１科目以上、計２０単位以上を履修
すること。

　（２）　教職に関する科目

デザイン論（映像メディア
表現を含む。）

基礎理論

授　業　科　目　の　名　称

別表４（第１３条第４項関係）
教育職員免許法に定める教員の免許状を取得するための科目

〔免許状の種類〕　中学校教諭一種免許状（美術）・高等学校教諭一種免許状（美術）

教職の意義等に関す
る科目

　（１）　教科に関する科目

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

基礎理論

単　位　数

②「映像メディア表現」「立体制作」「デザ
イン論（映像メディア表現を含む。）」「近
代絵画論」は必ず履修すること。

美術理論及び美術史
（鑑賞並びに日本の
伝統美術及びアジア
の美術を含む。）

彫　　刻 基礎実技１ 立体制作

現代工芸論

東アジアの美術

近代絵画論

表現効果演習Ⅰ（絵画）
デザイン（映像メディ
ア表現を含む。）

工　　芸

授　業　科　目免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

日本伝統文化特講Ⅰ（水墨画）

基礎実技１
絵画（映像メディア表
現を含む。）

素描Ⅰ（絵画）

映像メディア表現

単　位　数

4

4

4

4

2

2

4

2

4

2

基礎理論

日本美術史

基礎実技１

基礎理論

教育課程論

教育制度論

教育本質論

教育心理学

教職概論

2

教育の基礎理論に関
する科目

美術科教育法Ⅰ

美術科教育法Ⅱ

美術科教育法Ⅲ

4

道徳教育の理論と実践

教育方法の研究

教育課程及び指導法
に関する科目

特別活動論 2

2

2

2

2
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必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

別表１の区分 名　　称 必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

別表１の区分 名　　称 必　修 選　択

［免許取得要件］

備　　　　　　　考

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

体　　育 人間と活動

1

2

2

2

1

1

外国語コミュニケー
ション

情報処理の操作

情報処理演習

人とコミュニケー
ション

人とコミュニケー
ション

英語ⅠB（表現中心）

情報処理

1

2

2

1

英語ⅠA（読解中心）

1スポーツ理論と実習Ⅱ

4書道指導法

７　日　間

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

単　位　数

12実技研究

〔免許状の種類〕　高等学校教諭一種免許状（書道）

介護等体験実習（社会福祉施設等・特殊教育諸学校）

造形表現Ⅱ（書道）

基礎実技２

4

古名跡書論

書道史

「書論、鑑賞」

基礎技法Ⅱ（書道）

素材研究Ⅱ（書道）

日本国憲法

学校カウンセリング

4

教育実習

　（３）　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

教育実習Ⅰ

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

単　位　数授　業　科　目

人と法

スポーツ理論と実習Ⅰ

基礎理論

基礎理論

授　業　科　目

〔教養科目〕
人間の本質と尊厳

2

1

生徒指導の理論及び方法

単　位　数
授　業　科　目　の　名　称

生徒指導、教育相談
及び進路指導に関す
る科目

進路指導論

教育実習指導

教育実習Ⅱ

　（１）　教科に関する科目

書道（書写を含む。）

中一種免取得希望者は、必ず履修する
こと。

②「基礎技法Ⅱ（書道）」「書道史」「古名
跡書論」「漢文学」「国文学」は必ず履修
すること。

1

2

2

備　　　　　　　考

①免許法施行規則に定める科目区分ご
とに１科目以上、計２０単位以上を履修
すること。

備　　　　　　　考

　（４）　小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律に定める科目

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

基礎理論

書道史
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別表１の区分 名　　称 必　修 選　択

必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

別表１の区分 名　　称 必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

教育実習指導

備　　　　　　　考

備　　　　　　　考

　（３）　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

　（２）　教職に関する科目

2

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

授　業　科　目　の　名　称
単　位　数

生徒指導、教育相談
及び進路指導に関す
る科目

書道科教育法

教職実践演習

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

教育実習

授　業　科　目

授　業　科　目 単　位　数

教育方法の研究

1

1

2

単　位　数

英語ⅠB（表現中心） 1

情報処理の操作

情報処理 1

人とコミュニケー
ション

人とコミュニケー
ション

情報処理演習 1

スポーツ理論と実習Ⅱ

外国語コミュニケー
ション

英語ⅠA（読解中心） 1

生徒指導の理論及び方法

学校カウンセリング

体　　育 人間と活動

スポーツ理論と実習Ⅰ

日本国憲法 人と法

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

教育実習

進路指導論

教育課程及び指導法
に関する科目

教育課程論

教職の意義等に関す
る科目

教育の基礎理論に関
する科目

教職概論

教育本質論

教育心理学

教育制度論

特別活動論

1

4

2

2

2

2

1

2

2

2

4

2

2

4

基礎理論 文字学

国文学

〔教養科目〕
人間の本質と尊厳

漢文学

実技研究

「国文学、漢文学」

教職実践演習（中・高）

備　　　　　　　考

2

法帖講読

2

2
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必　修 選　択

［免許取得要件］

１　教科及び教職に関する科目

２　教科に関する科目

1

2

1

1

　教科に関する科目と教職に関する
科目をあわせて５９単位以上を履修
すること。

2

1

2

①免許法施行規則に定める科目区分
ごとに１科目以上、計２０単位以上
を履修すること。

②「体育実技（体つくり運動）（陸
上競技）（器械運動）（サッカー）
（柔道）（ダンス）（水泳）」「体
育原理」「スポーツ運動学」「運動
生理学」「学校保健Ⅰ」「学校保健
Ⅱ（精神保健）」は必ず履修するこ
と。

2

2

2

2

2

備　　　　　　　考

体育実技

　　　〃　　 （水泳） 1

　　　〃　　 （器械運動）

1

教育職員免許法に定める教員の免許状を取得するための科目

〔免許状の種類〕　中学校教諭一種免許状（保健体育）・高等学校教諭一種免許状（保健体育）
　（１）　教科に関する科目

　　　〃　　 （サッカー）

　　　〃　　 （柔道）

免 許 法 施 行 規 則 に
定 め る 科 目 区 分

衛生学・公衆衛生学特論

体育原理

スポーツ心理学Ⅰ

スポーツ心理学Ⅱ

学校保健Ⅱ（精神保健）

救急法

生理学Ⅰ

運動生理学

スポーツ社会学

単　位　数

2

1

1

2

授　業　科　目　の　名　称

体育実技 （体つくり運動）

　　　〃　　 （陸上競技）

　　　〃　　 （ダンス）

スポーツ運動学

学校保健Ⅰ

衛生学・公衆衛生学

「体育原理、体育心
理学、体育経営管理
学、体育社会学」及
び運動学（運動方法
学を含む。）

スポーツ経営管理学

生理学（運動生理学
を含む。）

学校保健（小児保
健、精神保健、学校
安全及び救急処置を
含む。）

衛生学及び公衆衛生
学

スポーツ栄養学

1

1

2
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必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

［免許取得要件］

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

別表１の区分 名　　称 必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

2

2

備　　　　　　　考

2

2

2

2

教育実習Ⅰ

免 許 法 施 行 規 則 に
定 め る 科 目 区 分

進路指導論

中一種免取得希望者は、必ず履修する
こと。

2

中一種免取得希望者は、必ず履修する
こと。

備　　　　　　　考

教育実習Ⅱ

教育制度論

教育課程及び指導法
に関する科目

保健科教育法Ⅰ

体育科教育法Ⅱ

教育の基礎理論に関
する科目

体育科教育法Ⅰ

教育本質論

教育心理学

特別活動論

教育課程論

　（２）　教職に関する科目

授　業　科　目　の　名　称

1

外国語コミュニケー
ション

情報処理の操作

情報処理演習

人とコミュニケー
ション

人とコミュニケー
ション

英語ⅠB（表現中心）

情報処理

英語ⅠA（読解中心）

1

1

　（４）　小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律に定める科目

介護等体験実習（社会福祉施設等・特殊教育諸学校） ７　日　間

保健科教育法Ⅱ

2

1スポーツ理論と実習Ⅱ

〔教養科目〕
人間の本質と尊厳

人と法

スポーツ理論と実習Ⅰ

生徒指導、教育相談
及び進路指導に関す
る科目

教育実習

　（３）　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

生徒指導の理論及び方法

日本国憲法

教育実習指導

体　　育 人間と活動

授　業　科　目

1

1

2

単　位　数

教職の意義等に関す
る科目

免 許 法 施 行 規 則 に
定 め る 科 目 区 分

単　位　数

教職概論

教育方法の研究

道徳教育の理論と実践

1

2

2

2

学校カウンセリング

2

1

2

2

2

2

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2
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必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

2

1

1

2

1

衛生学及び公衆衛生
学（予防医学を含
む。）

2

学校保健Ⅰ

微生物学・免疫学

2

2

教育職員免許法に定める教員の免許状を取得するための科目

〔免許状の種類〕　養護教諭一種免許状
　（１）　養護に関する科目

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

備　　　　　　　考
単　位　数

2

2

1

1

災害看護論（救急法を含む）

授　業　科　目　の　名　称

衛生学

公衆衛生学

養護概論

人体構造・生理機能実習

栄養学（食品学を含む）

学校保健

養護概説

健康相談活動の理論
及び方法

母性看護学概論

人体の構造・機能論Ⅰ
（骨格・筋系、神経系、消化吸収）

人体の構造・機能論Ⅱ
（呼吸・循環器系、内分泌系）

生理学総論

栄養学（食品学を含
む。）

スポーツ栄養学

健康相談活動の理論及び方法

1

2

薬理学 1

解剖学及び生理学

「微生物学、免疫
学、薬理概論」

精神看護学概論

精神保健

1

精神看護方法論 2

2

小児看護方法論 2

小児看護学概論 1

看護技術Ⅰ
（共通基本技術・生活支援技術）

看護学（臨床実習及
び救急処置を含
む。）

看護学概論 2

生涯発達看護論 1

成人看護学概論 1
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必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

別表１の区分 名　　称 必　修 選　択

［免許取得要件］

全科目を必ず履修すること。

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

備　　　　　　　考

備　　　　　　　考

2

2

2

2

2

教育制度論

教育の基礎理論に関
する科目

教育本質論

教育心理学

教育課程論

単　位　数

2

2

　（２）　教職に関する科目

授　業　科　目　の　名　称

1

1

外国語コミュニケー
ション

情報処理の操作

情報処理演習

人とコミュニケー
ション

人とコミュニケー
ション

英語ⅠB（表現中心）

情報処理

〔教養科目〕
人間の本質と尊厳

人と法

英語ⅠA（読解中心）

1

2

1スポーツ理論と実習Ⅱ

スポーツ理論と実習Ⅰ

生徒指導及び教育相
談に関する科目

　（３）　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

生徒指導の理論及び方法

日本国憲法

養護実習指導

体　　育 人間と活動

授　業　科　目

学校カウンセリング

1

1

教職の意義等に関す
る科目

免許法施行規則に
定 め る 科 目 区 分

単　位　数

教職概論

2

養護実習 養護実習Ⅰ

養護実習Ⅱ 2

教育方法の研究

道徳教育の理論と実践

1

教育課程に関する科
目

2

2

教職実践演習 教職実践演習（養護教諭） 2
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博物館法に定める学芸員となる資格を取得するための科目

必　修 選　択

博物館概論
博物館資料論

博物館学Ⅰ 4

博物館情報論
博物館経営論

博物館学Ⅱ 2

教育学概論 教育本質論 2
（この科目は、卒業に必要な単位には算
入されません。）

視聴覚教育メディア論 情報教育メディア論 1

生涯学習概論 生涯学習概論 1

博物館実習 博物館実習 3
（博物館実習には事前・事後指導１単位を
含む。）

　　博物館に関する科目

［資格取得要件］
全科目を必ず履修すること。

単　位　数博物館法施行規則に
定める科目区分

授業科目の名称 備　　　　考
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区分 名　　称 必　修 選　択

全科目を必ず履修することに
より、（財）日本体育協会の
実施する講習会受講免除及
び共通科目のみ試験免除に
なります。

2

スポーツの心理Ⅰ

（専）

予防とコンディショニング 〃

スポーツ科学（スポーツ心理学） （専） スポーツ心理学Ⅱ 2

スポーツの心理Ⅱ （共）

地域におけるスポーツ振興 （共） スポーツ経営管理学

〃スポーツと法 （共）

（共）スポーツ組織の運営と事業

文化としてのスポーツ （共） スポーツ社会学
〃

社会の中のスポーツ （共）

2

競技者育成のための指導法 （共）

ＡＴ

ジュニア期のスポーツ （共）

（共） スポーツコーチング論指導者の役割Ⅰ

スポーツと食事 （専） 〃 スポーツ栄養学

スポーツ心理学Ⅰ（共）

アスレティックリハビリテーション 〃 アスレティックリハビリテーション（実習を含む）

現場実習 〃 臨床実習Ⅲ

（専）

スポーツ科学（トレーニング科学） 〃 スポーツトレーニング各論

検査・測定と評価 〃 検査・測定と評価演習

（専）

（専）

スポーツコンディショニング論（実習を含む）（専）

専門
（共）

（共）

トレーニング論Ⅰ スポーツトレーニング概論

トレーニング論Ⅱ

2

2

4

2

2

4

2

救急処置 〃 救急法

（専）

（専） 1

運動生理学（専）

スポーツ指導者に必要な医学的知識Ⅱ （共）
〃

（共）

スポーツ科学（運動生理学） 〃

スポーツ指導者に必要な医学的知識Ⅰ スポーツ医学

運動学特論 1
〃

スポーツ科学（バイオメカ二クス） 運動学 1（専）

生理学Ⅱ 2
〃

身体のしくみと働き 生理学Ⅰ 2（共）

解剖学Ⅱ 2
〃

アスリートの栄養・食事

運動器の解剖と機能

（共）

（共）

（専）

（財）日本体育協会の定める科目
《（共）は共通科目、（専）は専門科目》

指導者の役割Ⅱ

2

2

（共）

スポーツと栄養

2

2

指導計画と安全管理 （共）

2

単　位　数

2

2

1

4

2

生化学（栄養学を含む）

財団法人　日本体育協会公認資格アスレティックトレーナーに関する科目

スポーツ外傷・障害の基礎知識

備　　　　　　　考

解剖学Ⅰ

〃 スポーツ傷害論

授　業　科　目

基礎・臨
床医学

スポーツ医学特論

アスレティックトレーナーの役割 （専） 〃

〃健康管理とスポーツ医学 （専）

対象に合わせたスポーツ指導 （共） 〃 コンディショニング論

教職

〃

アスレティックトレーナーの役割
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財団法人　健康・体力づくり事業財団認定資格　健康運動指導士に関する科目

区分 名称 必修 選択

健康づくり施策概論(講義6時間) 教養 心理学 2

健康管理概論（講義6時間） 〃 スポーツ理論と実習Ⅰ 1

生活習慣病（成人病）（講義26時間） 〃 スポーツ理論と実習Ⅱ 1

運動生理学（講義24時間）
基礎・
臨床医学

運動学 1

機能解剖とバイオメカニクス
（運動 ・ 動作の力源）（講義18時間）

〃 運動生理学 2

健康づくり運動の理論（講義18時間） 〃 整形外科学Ⅰ 2

運動障害と予防（講義10時間） 〃 内科学 4

体力測定と評価
（講義4時間、実習12時間）

〃 スポーツ医学 4

健康づくり運動の実際（実習44時間） 〃 スポーツ傷害論 4

救急処置（講義4時間、実習4時間） 〃 コンディショニング論 1

運動プログラムの管理
（講義14時間、実習12時間）

〃 救急法 1

運動負荷試験（講義2時間、実習8時間） 〃 衛生学・公衆衛生学 1

運動行動変容の理論と実際
（講義4時間、実習2時間）

〃 関係法規 2

運動と心の健康増進（講義8時間） 専門 スポーツトレーニング概論 2

栄養摂取と運動
（講義12時間、実習2時間）

〃
スポーツコンディショニン
グ論（実習を含む）

2

教職 体育実技（水泳） 1

〃 スポーツ心理学Ⅰ 1

〃 スポーツ栄養学 2

健康運動
指導士

健康運動指導実習 1

※　備考
　　左側養成講習会指定科目群は、本学における指定１９開講科目に読み替えているため、

単位数授業科目
健康運動指導士養成講習会指定科目

　右側一覧表科目をすべて履修すること。
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必　修 選　択

保健福祉行政論

産業保健

疫学

学校保健総論

障害者福祉論

社会福祉政策論

保健師に関する科目

備　　　　　　　考

在宅看護学概論

保健統計

指定規則の教育内容

疫学

保健統計学

1

2

2

2

2

2

1

地域看護学概論

2

2

1

2

2

地域リハビリテーション概論

地域看護方法論Ⅰ(地域看護活動の基本) 2

地
域
看
護
学

地域看護学概論

地域看護管理論（地域ケアの質管理） 2

医療安全支援論 1

地域看護管理論

地域看護活動展開論

個人・家族・集団の生活支援

地域看護方法論Ⅱ(地域看護活動の展開)

公衆衛生学 2

衛生学

2

2

地
域
看
護
学
実
習

地域看護管理論実習

地域看護学実習Ⅰ(地域看護の実際)

地域看護学実習Ⅱ(学校保健・産業看護実習)

在宅看護学実習

個人・家族・集団の生活支援実習

地域看護活動展開論実習

統合実習
（基礎看護、母性看護、小児看護、成人看
護、精神看護、地域看護、在宅看護）

授業科目の名称
単　位　数

2看護学概論

1

［受験資格取得要件］　

５単位

２単位

３単位以上

２単位

２単位

４単位

２単位

６単位

２単位

３単位以上

「社会福祉政策論」は必ず履
修すること
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別表５（第４３条、第４５条関係） 

 

（１）入学検定料、入学料、授業料等 

   

 ① 学部学生 

区  分 金  額 

入学検定料 ３５，０００円

入 学 料 ２００，０００円

授 業 料 ８００，０００円

施 設 費 ５５０，０００円

実習設備維持費  ２５０，０００円

 

   ② 科目等履修生、特別聴講生 

区  分 金  額 

入学検定料 １５，０００円

入 学 料 ３０，０００円

授 業 料 １単位 ２５，０００円

 

   ③ 研究生 

区  分 金  額 

入学検定料 １５，０００円

入 学 料 ６０，０００円

授 業 料 年額 ６００，０００円

 

（２）休学在籍手数料 

   半期 ６０，０００円    年間 １２０，０００円 

  

（３）証明書交付手数料 

   １通  ４００円 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 
目 次 

 

１ 了德寺大学の沿革 

（１）沿革と経緯 

（２）教育理念及び教育目標 

 

２ 収容定員増に係る学則変更の内容 

 

３ 学生確保の方策 

（１）学生募集活動 

（２）看護学科受験者見込み 

 

４ 芸術学部美術学科の学生募集を停止する理由 

（１）芸術学部美術学科の学生募集を停止する理由 

（２）今後の取り扱い 

（３）芸術学部美術学科の学生募集停止手続き 

 

５ 健康科学部収容定員増に係る学則変更の趣旨及び特に学則変更を必要とする理由 

（１）看護学科設置の趣旨 

（２）看護学科設置の必要性 

（３）看護学科の理念 

（４）看護学科の教育目的及び養成する人材像 

（５）卒業後の進路 

（６）学部、学科の名称及び学位の名称 

（７）教育課程編成の考え方および特色 

（８）健康科学部看護学科の設置手続き 

 

６ 施設、設備等の整備計画 

（１）校地、運動場の概要 

（２）健康科学部看護学科設置に伴う施設の整備計画 

（３）図書等の資料及び図書館の整備計画 

 

 

 



１ 了德寺大学の沿革 

（１）沿革と経緯 

了德寺大学は、新たな日本文化芸術を創造し、それを世界に向けて発信し、後世に

継承していくための研究・教育を行うことを目的とした日本文化芸術学部、及び来る

べき超高齢社会に対応した理学療法学科の研究・教育を目的とした健康科学部の２学

部からなる大学として、平成１８年に千葉県浦安市に開学した。設置理念では、「日本

固有の美や和の精神を継承し、この国と国民が、新たな価値を生み出すために、未来

を拓く若人に、美しい環境と、真摯に学ぶ場を提供する。いつも自立の心と連帯を重

んじ、いかなる時も希望を持ち、友愛を深める人を目指す。そして地域、国、やがて

世界へ貢献すること」を誓っている。 

日本文化芸術学部には、将来の日本文化芸術の新たな伝統を生み出す能力を備えた

美術家及び研究者、技能者の育成を目的として日本文化芸術学科を設置した。「日本文

化芸術」は、日本伝統文化芸術の追求を主眼とした学部学科であることを示す名称で

あり、学修の具体の分野を示すものとなっている。しかし、一方、学士号について、「日

本文化芸術」という特定分野の芸術を専門的に学修することにより、広く「芸術」と

いうものを認識するに至るという理由から「学士（芸術学）」としたため、平成１９年、

学部学科の名称を、『広く「芸術」を認識する』という目的的見地から、一層設置目的

を体現できるとの考えにより、芸術学部美術学科に名称を変更した。 

一方、健康科学部には、障害者、高齢患者に加え、健常者の疾病予防に至る包括的

な理学療法士を育成することを目的として理学療法学科を設置した。平成１９年には、

超高齢社会及び国民の健康志向に対応した柔道整復学・アスレティックトレーナー学

を研究開発すし実践する専門職の育成を目的として整復医療・トレーナー学科を増設

した。 

芸術と健康科学は一見無関係のように見えるが、その先は「文化」と「癒しの心」

という主軸と合致する。これにより、本学は人間が本来持ちうる恒常性機能を高めた

人材の育成に努力を続けている。平成２２年３月、一期生が卒業を向えた。 

 

（２）教育理念及び教育目標 

本学は、将来の日本の新たな伝統となる芸術文化を教授研究し、これを後世に伝え

得る芸術家を育成することにより、日本の文化芸術の向上に寄与するとともに、保健

医療に関する知識と専門の学術を教授研究し、高度で資質の高い医療専門職の人材を

育成することにより、我が国の保健医療の向上と福祉の増進に寄与することを教育目

的としている。 

教育理念として「医療と芸術の融合」を掲げ、教養教育による文化的な人格の形成

と人間理解の視点を、専門教育による専門能力の開発を体系的に行うことにより新し

い社会の一翼を担う人材を育成することを目指している。 
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２ 収容定員増に係る学則変更の内容 

  平成２３年４月から芸術学部美術学科（入学定員４０人、収容定員１６０人）の学生

募集を停止すると同時に、この定員振り替えに加え、入学定員を４０人（収容定員１６

０人）増やし、健康科学部看護学科（入学定員８０人、収容定員３２０人）を開設する

ため、学則を変更する。 

  これにより、大学全体の入学定員を２００人から２４０人、大学全体の収容定員を８

００人から９６０人（１６０人増）とする。 

 

３ 学生確保の方策 

（１）学生募集活動 

学生募集活動は、教員と事務局職員が協力して次のとおり実施している。平成２３

年度以降の学生確保に向けても同様の活動を行うとともに、より高校生・受験生の多

様なニーズに配慮した入試制度を構築し、従来にも増して多くの学生確保に努める。 

① 高等学校への訪問 

    関東近郊や東北・甲信越地域の高等学校や予備校を訪問し、大学の紹介や受験生

の有無について先生方と直接話しをする。 

② 合同ガイダンスへの出席 

    高等学校や予備校などにおいて開催される合同ガイダンスに出席し、大学の紹介

や取得可能な資格などについて高校生や受験生と直接話しをする。 

③ 出前授業 

    高等学校の依頼や本学の提案により、教員を派遣し出張講義を行う。 

④ オープンキャンパス 

    年１０回程度開催し、模擬授業体験や受験・進学に当たっての様々な質疑応答を

行う進学相談会を実施する。 

 

（２）看護学科受験者見込み 

   平成２０年の統計資料によれば、全国の高校生１０８．９万人に対し、看護学科を

設置する大学は１６８校あり、約６５００人に１校の割合である。千葉県は４．６万

人の高校生に対し、看護学科を設置する大学は５校であり、全国平均を下回っている

ことを考慮すると、千葉県の高校生の看護志望者の大半は専門学校進学を志望してい

るが、看護の進学志望者数は少なくないため、大学進学を志望する高校生が増えるこ

とが予想される。（資料１「看護学科統計資料集」） 

   また、大学受験・看護医療系総合予備校で模擬試験を受験した高校２年生を対象に

行ったアンケートによると、回答者４４７人のうち、看護師を志望する生徒は３７０

人（８２．８％）と突出して多い人数である。（資料２） 

   以上のことにより、収容定員増を行っても受験者、入学者は十分確保できる。 
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４ 芸術学部美術学科の学生募集を停止する理由 

（１）芸術学部美術学科の学生募集を停止する理由 

  芸術学部美術学科は、日本伝統文化芸術の追求を主眼とした教育課程を編成する学

部学科であることから、名称を「日本文化芸術学部日本文化芸術学科」として設置し

た。開設年度である平成１８年度、定員１２０人に対し入学者数が１９人に止まった

結果を受け、学部学科名称を「芸術学部美術学科」へ変更、入学定員を４０人に減じ、

定員を満たすべく学生募集に鋭意努力してきた。その結果、入学者数は平成１９年度

が２８人、平成２０年度が４１人と改善が見られたものの、平成２１年度が３０人、

平成２２年度も２０人に止まった。この事実を真摯に受け止め、少子化や進路の多様

化などの社会情勢の変化により今後も学生の確保が困難であるとの判断から、当学部

学科は学生募集を停止し、在校生が卒業するのを待って廃止する。 

 

（２）今後の取り扱い 

 廃止するまでの間の在校生への教育条件の維持には万全を尽くすこととしたい。   

所属教員ならびに施設・設備については、すべて新設される健康科学部看護学科に移

管する。 

 

（３）芸術学部美術学科の学生募集停止手続き 

   平成２２年４月に芸術学部美術学科の学生募集停止を届け出る。 

 

５ 健康科学部収容定員増に係る学則変更の趣旨及び特に学則変更を必要とする理由 

  健康科学部看護学科は、高度な専門知識と技能を身につけた看護師・保健師を養成す

ると共に、以下の目的・目標を掲げる。（資料３「教育理念と教育課程の構成図」） 

（１）看護学科設置の趣旨 

 わが国において、平成１８年に医療制度改革法が成立した。３年続いた社会保障制

度改革の締めくくりとして位置づけられている。これにより、都道府県が担う責務が

大幅に強化され、市町村はより質の高い医療サービスの提供を求められることとなっ

た。 

この動きは「キュア（治癒）からケアへ」というキーワードで説明されることがあ

る。具体的には「根治的治療から日常生活のＱＯＬを向上させる看護・介護へ」のシ

フトであり、「医師を頂点としたヒエラルキー型のケアサービス提供体制から医師・看

護者・リハビリ・介護・ソーシャルワーカー等によるグループケア」へのシフトであ

り、何よりも医療提供者中心から患者中心への変化である。背景には、人口の高齢化、

社会構造の変化、医療技術の進歩、患者や人びとの意識変化などがあり、医療現場は

複雑化する一方である。 

この中で、看護職は他の保健医療職と同様に高度な実践力と高い倫理観が求められ、
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その連携・協働により受療者の健康獲得をめざすことが望まれている。平成２０年７

月に、厚生労働省『看護基礎教育のあり方に関する懇談会 論点整理』では、看護職

に求められる資質として以下の内容が示されている。 

高度医療の場においては、「高度なフィジカルアセスメント能力」「緊急時・急変時

に対処する能力」などが求められているが、「臨機応変に看護を提供できる能力」「自

律して考え判断する能力」「高度なコミュニケーション能力」なども欠くことのできな

い資質・能力とされた。さらに、「人間、生活、社会に対する理解力」を高めるための

「豊かな一般教養」の習得も必要であり、看護は人に接する職業であるため、「豊かな

人間性、包容力、人としての成熟」が求められるとされている。 

今後の医療は、施設中心から在宅へシフトしていくことが考えられ、急性期から慢

性期、そして終末期にいたる、人間のライフサイクル全期にわたる全人的な看護が望

まれている。看護職がこのような時代の要請に対応するには、学士課程教育の主要な

特徴のひとつである教養教育により、人間としての在り方や生き方に関する深い洞察、

現実を正しく理解する力の涵養に努める必要がある。 

また、看護人材を養成する課程では、この教養教育の他に看護学分野における専門

教育の役割も期待されており、職業教育の性格を併せ持っている。ここでは、基礎的

な知識・技術を活用し論理的・批判的に思考し実践できる能力と、自分の能力を客観

的にとらえ、それを維持・向上させる学習を継続する必要がある。 

看護学科では、このような看護職の人材育成には学士課程の教育が必須であり、看護

師教育と保健師教育を４年間で実施する。 

 

（２）看護学科設置の必要性 

ａ 看護職者の任務の高度化・多様化に対する必要性 

国立社会保障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口」によれば、わが国に人

口は平成１６年にピークをむかえ、減少局面に入っている。平成３７年には、約１

億１５００万人になると予測されている。高齢化の進行による人口構造の変化や疾

病構造の変化により、医療の需要は変化している。（資料４「人口推移」資料５「人

口構造の変化」資料５「死因別にみた死亡率の推移」） 

    高齢化は、しばしば少子化に伴われるものとして、少子高齢化という年齢構成の

不均衡として社会経済的視野から問題視される傾向にある。 

医療は「いのち」にかかわるサービスであり、社会的背景に変化があろうと、そ

れに変わりはない。しかし、その目的は多様化している。医療の発達とその環境が

整えば整うほど、病気や障害を抱えて長く生き続ける人びとの数は増加し、病気と

障害の内容は多様化する。 

求められているのは、対象と相互の関係性を豊かに醸成し、対象のニーズを踏ま

えた看護のあり方を追及できる専門職としての能力である。 
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平成１８年度の医療改革は、今後の医療提供体制の方向性のひとつに在宅医療の

推進を打ち出した。診療や療養生活支援を受けながら地域社会での生活ができる在

宅療養支援の推進等、医療施設外における看護職への期待は大きい。そのため、従

来保健師の活動であった健康の保持増進・疾病の予防、健康学習支援や健康管理支

援、地域ケア体制づくり、保健・医療・福祉チームでの調整や社会資源の活用支援

等の能力は、看護師にも必要となった。その過程で問われてくるのは、看護専門職

の特性を活かし、地域の条件に合わせた新たな援助方法を作り出していく能力であ

る。 

以上のことから、本学科は、人びとの生活が営まれるあらゆる場で、健康問題に

対し責任を持って問題解決していく能力をもつ人材を育成することを目的とする。 

ｂ 地域貢献の必要性 

近年、大学を取り巻く環境が変化している。その理由の一つが、本格的な少子高

齢化社会の到来である。文部科学省の諮問機関「中央教育審議会」によると、少子

化と大学志願者の頭打ちで、大学・短期大学の進学希望者と合格者数がほぼ同数と

なる「大学全入時代」が到来している。二つ目は、平成１６年から本格化した「国

立大学の独立行政法人への移行」であり、これらを背景に大学の存在意義も変化す

ることとなった。（資料６「１８歳人口および高等教育機関への入学者・進学者率の

推移」） 

平成１５年、国の技術・学術審議会技術・研究基盤部会産学官連携推進委員会『新

時代の産学官連携の構築に向けて』の中で「現在においては、単なる経済活性化だ

けでなく、地域コミュニティーや福祉・環境問題といったより広い意味での社会全

体の発展への寄与と捉えるべきである」という声明が出された。大学は、本来の機

能である「教育」「研究」に加え、「社会貢献」をその機能に加えなければならない

とされている。 

    一方、地方自治体を取り巻く環境も変化している。平成７年に地方分権推進法が

制定され、それにもとづいた地方分権推進委員会による勧告、国の地方分権推進計

画の閣議決定により、平成１１年に地方分権整備法が制定された。翌年には地方分

権一括法が制定され、平成１８年に地方分権改革推進法が成立した。 

    こうした地方分権の流れを背景に、大学は、地域の「資源」として注目され、新

しい公共の担い手という役割が要請されている。これからの大学と地域による地学

連携は、地域は大学を資源として、多様なネットワークの担い手として位置づけ、

一方、大学は地域貢献の一環としてこの要請に応え、互いに連携・協力・協同しな

がら新しい公共を創造する。 

    本学の所在地である千葉県浦安市の取り組みを示すと、平成１３年に策定された

基本計画に続き、平成２０年の第２期基本計画において「人が輝き躍動するまち・

浦安」を基本構想と定め、様々な生涯学習支援の方略が企画されている。その一つ
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である「うらやす市民大学」の開校には、本学教員も参画している。 

他にも、本学は開学以来、公開講座の実施、学生の地域ボランティア活動および

連携事業の企画および実施等により地域との連携を図っている。 

    本学科では、質の高い看護職を輩出することに努めると共に、地域社会と連携し、

主に地域での保健活動、健康支援について広く地域と協同することを構想している。 

ｃ 看護師不足に対応する必要性 

    病床あたりの看護師数を国際比較すると、日本の１００床あたりの病院看護師数

は、平成１５年の時点で、イギリス、アメリカ、ドイツ、イタリアの平均１３８人

に対し日本は３３．６人と、際立って少ない状況にある。（資料７「１００床あたり

の就業看護師数」） 

さらに、平成１８年度の改革では、病床数を削減する一方で、看護職員数が患者

７人あたり１人という基準が新設され、看護師不足は焦眉な問題となった。 

また、看護の国家試験合格者数は、毎年約４．６万人であるのに対し、病院に勤

務する看護師数は、ピークの２５～２９歳においても１歳あたり２．７万人しかい

ない。それに加え、病院に就職した新卒看護師の１年以内の離職率は９．３％と高

いことが指摘されている。（資料８「看護師の養成と就業状況」） 

他にも、わが国の看護師の働く場所と年齢構成から、免許取得後に病院に就職し

た後、３０歳代からの離職率が高い。一般に働く女性は３０歳代に離職し、３０歳

代後半から４０歳代に復職するため、就業率はＭ字カーブを描くことが知られてい

るが、看護師のキャリアパスは、離職後復職していないのがわかる。（資料９「女性

の年齢階級別労働力率」資料１０「年齢階級別看護師数」） 

  ところで、千葉県の就業看護職員数は、全国的にみても低い水準にあり、看護師

４３８．９人（人口１０万対）と全国平均の６３５．５人を大きく下回っている。

千葉県の高齢化率は全国２位のスピードで進んでおり、看護師不足は深刻な状況で

ある。新たな看護職員の需要見通しは、平成１８年で約４万１千人から、平成３４

年には約４万４千人と見込まれているが、供給見通しは、２００６年の約３万９千

人から２０３２年には約４万３千人であり、需要が供給を上回っている。（資料１１

「人口１０万対就業看護師数」資料１２・１３「第６次看護職員需給見通し」） 

以上の状況に対応するため、平成２０年「千葉県自治体病院支援対策本部」およ

び「千葉県福祉人材確保・定着対策本部」を設置し、人材の確保・定着に向けた取

組みが進められている。また、同年「千葉県保健医療計画」においても、「県民の多

様な健康づくり・医療・福祉のニーズを総合的にとらえ、関連する職種と連携し、

必要なサービスを提供できる看護職員の人材育成を継続的に進める基盤を整備する

ことが必要であることから、優秀な人材育成の基盤となる看護系大学の創設が求め

られている」とある。 

これらのことから、本学科の増設は必要と考えられ、新卒看護職を確実に送り出
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す役割があると考える。 

ｄ 看護師養成所における学生の確保 

  女性の４年生大学への進学率は、平成１９年は４０．６％、平成２０年は４２．６％

と近年、上昇している。平成２０年の男性の大学進学率は５５．２%となっており、

男女の大学進学率の差は縮小傾向にある。（資料１４「大学・短期大学への進学率の

推移」） 

一方で、１８歳人口の減少にともない進学者総数は減少しており、大学全入時代を

迎え、大学以外の進学先を選択する高校生は少なくなると予測されている。すでに、

大学以外の看護師養成所では、入学者の定員割れが続いている。（資料１５「学校種

別の入学定員充足率」資料１６「学校種別の受験倍率」）。 

  本学健康科学部の学生は、都市部の大学とは学生層が異なり、県内出身者が７割を

占めいている。就職先として自宅から通える都市近郊を希望する者が多く、医療福祉

系求人の増加等を考慮すると、今後、千葉および近郊に就職を希望する学生が増加し

ていくことが考えられる。 

ｅ 生涯学習の拠点としての必要性 

近年の臨床では、新人看護職員の定着と看護職の離職防止の推進が図られるととも

に、患者の高齢化・重症化、平均在院日数の短縮化等により、看護業務密度が高まっ

ている。また、患者の安全性の確保に対する意識が高まるなかで、看護職の基礎教育、

卒後教育の強化が必要とされている。これに対応し、看護継続教育機関、保健医療施

設では、さまざまな教育プログラムを提供している。 

わが国の看護継続教育への取り組みは、平成４年に厚生労働省より「看護職員生涯

教育検討会報告書」、平成１２年に日本看護協会より「継続教育の基準」が公表され、

その体系化に向けた活動を開始している。 

しかし、看護職者の約７割が病院に就業している状況において、看護職者の継続教

育は、施設内の教育に限局しているのが現状である。施設教育は、病院において活発

に展開されているが、そもそも病院の主な目的は、健康に障害をきたした人びとに医

療を提供することである。このような目的を持つ施設が提供する教育は、その病院の

理念にそった医療を提供するために必要不可欠なものであっても、就業する看護職者

の学習ニードを充足し、多様な職業的発達を支援するには限界がある。看護職者個人

が必要な学習を必要なときにするためには、自己学習が必要なのである。 

ところで、厚生労働省は、平成１８年に「看護基礎教育の充実に関する検討会」を

設置し、保健師助産師看護師学校養成所指定規則改正案の検討が行われたのに対し、

文部科学省は「大学・短期大学における看護学教育の充実に関する調査協力者会議」

を設置した。協力者会議の報告書『指定規則改正への対応を通して追究する大学・短

期大学における看護学教育の発展』に、看護系大学等の生涯学習に対する社会貢献に

ついて以下のように明記されている。 
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「新人期の生涯学習支援は、卒業者が就業した施設との協働で行うものであり（以

下省略）、地域における看護サービスの質の向上に貢献するものである」「現在、卒後

の研修については、新卒者を受け入れた施設側の自主的な努力にゆだねられているが、

今後、看護系大学等は、自大学の卒業者以外にも対象を広げ、新人期の支援を含む看

護師等の看護生涯学習に積極的にかかわり、一定の社会的役割と責任を担うべきであ

る」とある。 

重要なことは、看護職者が人びとの健康問題に焦点をあてるコンピテンシー（学

生の知識・技術・態度）を具備できることである。基本的にコンピテンシーは、健

康問題が看護教育の基礎をなすものという認識から、本学科では、教養教育により

多様な視野と豊かな人間性の涵養することに加え、専門分野において基礎的な知識

と技術を持ち、独創性と問題解決能力を備えるとともに、看護職として生涯成長し

続けるために必要な看護の価値観を養成することを目的としている。 

安全で安心な医療提供体制の構築に看護職の果たす役割は大きく、将来的には、

大学院において研究や教育に携わる看護師・保健師の養成や、看護職者の研修の場

となる環境が整備される必要がある。本学科では、可能な限り、そのような生涯学

習の拠点としての役割を担うことを目指している。 

  ｆ 地域との連携 

    本学所在地である千葉県は、本州中央部の東端に位置し、東西に狭く、東南は太

平洋に面し、西の一部は東京湾を形成し、北西は江戸川をへだてて東京都および埼

玉県に接し、北は利根川を境に茨城県につらなり、周囲を海と川に囲まれた５６の

市町村からなる。 

平成１７年、千葉県の高齢化率は全国の２０．２％に比べ１７．５%ではあるが、

今後１０年間を視野に入れた場合、全国２位のスピードで高齢化が進むと予測され

ている。それにより、団塊の世代が高齢期を迎える平成２７年には、６５歳以上人

口は、平成１７年に比べると約５０％の急増を示し、千葉県民の４人に１人となる。

（資料１７「千葉県における高齢化の現状と将来推計」） 

    一方、出生数は、昭和５０年代初めの８万人台から急速に減少しており、現在は

５万人台と少子化が進んでいる。合計特殊出生率も昭和５０年代初め以降、急速に

低下し、昭和４８年には全国で４番目に高い水準であったのが、平成１０年では１．

２６と、全国の１．３８を大きく下回り、東京都に次ぎ下から２番目という状況に

ある（資料１８「出生数と合計特殊出生率の推移」） 

    また、千葉県の人口と世帯数は資料に示すとおり、人口と世帯数が増加するのに

対し世帯員数が減少しているのがわかる。高度経済成長期に全国各地から流入した

人びととの高齢化による都市型高齢者の増加や、核家族世帯の多いことから生じる

高齢者世帯、単身高齢者世帯が増加する傾向にあり、世帯の小規模化が進んでいる。

（資料１９「人口および世帯数の推移（千葉県）」） 
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このような人口の推移および家族構成員の変化のなかで、高齢者が慢性疾患を患

う確率が増加することが予測され、その疾患の治療や介護にかかわる医療費や介護

者不足といった経済的・社会的負担の増加が危惧されている。さらに、その高齢者

人口を支える若年労働者数は減少する一方であることが、この危機感を膨らませて

いる。 

    高齢化社会を迎える今こそ、疾病や障害をもつ多くの人びとをどのように支援し、

社会復帰ができるかが問われている。 

つまり、以前のように患者を施設内に保護し、一施設内で医療やケアを完結させ

るのではなく、重症・複合障害を持ちながら社会生活が営めるよう、医療機関・施

設・サービス機関が連携し、継続的な医療が提供されるような体制整備が進んでい

る。 

そのなかで、中核的な役割を果たすのが在宅医療である。在宅医療と福祉サービ

スを統合した地域包括型の在宅医療福祉システムを構築するためには、地域内の訪

問看護ステーションや福祉施設等の連携はもちろんだが、当該地域の医療者が地域

内の在宅療養および介護福祉サービスとの連携に積極的に参画しなくてはならない。 

    本学では、来るべき社会を見据え、この保健医療福祉の社会的要請に応える大学

として設置した。芸術学部と健康科学部の両学部は、研究・教育の領域が、地域の

文化・健康活動に直接関連することから、自治体の協働におけるカウンターパート

として多様な担い手とネットワークを組み、その成果を積極的に地域に提供し、人

びとの生活・健康の改善に貢献している。また、社会的要請に応える人材の育成を

目指している。 

    また、本学では「医療と芸術の融合」による社会創造をめざし、教養教育では文

化的な人格の形成と人間理解の視点を、専門教育では専門能力の開発を体系的に行

うことを理念としている。看護学科も、この理念を適応する。 

その理由は、看護職は、患者あるいは対象者やその家族に接する時も他職種と働

く時も効果的なコミュニケーションを展開する能力が求められるからである。地域

に基盤をおく看護の重要性が増大している今こそ、看護実践には多様な人びと、集

団と協同することが、これまで以上に求められるようになったためである。 

    以上のことから、本学科の特色は、学生に多様な看護の場での看護職役割と社会

的役割を理解させる上で極めて有効と思われる。 

 

（３）看護学科の理念 

本学科においては、本学が掲げる「医療と芸術の融合」を基本理念とし、日本固有

の美や和の精神をもとに豊かな人間性と高い倫理観を備え、看護の創造性や豊かな感

性を養う。看護の専門的な知識・技術・態度を身につけ、看護学の発展および保健医

療福祉に貢献できる人材を育成する。 
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（４）看護学科の教育目的及び養成する人材像 

看護学科の理念に基づき、芸術を通して豊かな人間性を育み、変化する地域社会・

医療・福祉の状況に貢献できる人材、また、看護の専門的知識、技術、専門職業人と

しての誇りを身につけ、看護職としての役割と責務を果たし、将来指導者となる人材

を育成する。 

① 一般教養の体得により、感性豊かな人間性と倫理性を養い、人間の尊厳を重視で

きる人材を育成する  

② 日本固有の文化や精神に触れることで異文化への理解を深め、国際的視野をもっ

て活動できる能力を育成する。 

③ 他人や自分を知り、思いやりや労わる心をもち、人間関係を確立するためのコミ

ュニケーション能力を育成する。 

④ あらゆる健康状態に応じた看護を計画し、科学的根拠に基づき実践できる能力を

育成する。 

⑤ 地域特性から保健医療福祉のニ－ズを理解し、地域に貢献できる能力を育成する。 

⑥ チ－ム医療における看護の役割や責務を理解し、他専門職種の人々と協働・連携

できる能力を育成する。 

⑦ 看護に関する新しい専門技術の導入や開発に必要な科学的探究心、批判的思考（ク

リティカルシンキング）と研究的態度を育成する。 

⑧ 専門性を深めていくための基礎能力を培い、生涯にわたる自己啓発能力を育成す

る。 

ことにより、創造性と豊かな人間性を備え、国際性豊かな総合的で専門的な看護を実

践し、チ－ム医療を意識できる看護職のスペシャリストを育成する。具体的な人材像

としては、以下のようなものが考えられる。 

ａ 創造性や感性の豊かな人材の育成 

    芸術とは、自己の考えているものに対する見方や、主張・思想をその人らしい独

自の形で表現することである。芸術を学ぶことは、ひとつには豊かな人間性を涵養

すると共に、看護に照合すれば、看護がそれぞれの患者にあった援助を創り、実現

する精神に通じることである。さらに対象者や学生自身の生活の質を高めることに

もつながる。芸術による自己発現や豊かな感性・創造性を看護教育に取り入れるこ

とで、学生ひとりひとりの能力を最大限に引き出し、高い倫理観を備え、人権を尊

重する立場に立ち、人間関係の相互作用によって対象のみならず自己の生活の質を

も高めてゆける人材を育成する。 

ｂ 人間の自立性を尊重する人材の育成 

    看護の対象者の価値観、習慣、生き甲斐、人生観、社会的な活動状況、病気の受

け止め方、医療従事者に対する信頼感など尊重する人材を育成する。 

ｃ 専門性と総合的な視野をもち、根拠にもとづいた看護を実践できる人材の育成 
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高度な専門的技術・知識を修得することによって、看護の現象を総合的にアセス

メントし、適切に判断できる能力、問題発見能力・解決能力、批判的思考力の基礎

的能力を養う。ア－トの精神を生かし、ひとりひとりの個別性に合った看護が実践

できる。またチーム医療の一員としてメンバーシップ、リーダーシップを発揮でき

る指導者を育成する。 

ｄ グローバルスタンダードに対応できる国際性を備えた人材の育成 

    保健医療や福祉の分野においてもグローバルスタンダードは発展しており、保健

医療福祉における人材交流や共同研究などのグローバル化は必須の状況にある。    

そのため、異文化を理解し適切なコミュニケーション能力や、自己の主張を論理的

に表現できるアサーション能力、語学力の向上を目指し、日本人として日本固有の

美や和の精神を継承したアイデンティティやナショナルスピリットを育むことによ

って、グローバルな国際感覚を持ち、国際的に通用する人材を育成する。 

ｅ 地域社会に貢献できる人材の育成 

人口の高齢化や疾病予防、ノーマライゼーションの普及により地域における保健

医療・福祉の重要性が高まっている現在、在宅ケアや地域の保健福祉計画および他

職種との地域連携の推進などにおける看護の役割は増加している。地域社会の個

人・家族・地域の人々に対する看護ケアにおいて、指導的役割を担うと共に、地域

におけるヘルスプロモーション体制を構築し、人々の健康増進に寄与できる人材を

育成する。 

 

（５）卒業後の進路 

卒業後の就職は十分に見込める。高齢化社会に向けてマンパワーの確保が急務な現

在、看護の職域は拡大しつつあり求人は漸増している。医療機関、在宅医療、地域医

療、産業保健、学校保健等、様々に進む道が開かれている。さらに、教育・研究者と

して大学院に進学する学生も進路の方向として予測される。（資料２０「看護師学校養

成所卒業者の就業状況」資料２１「千葉県内看護師学校養成所卒業後の就業状況」） 

 

（６）学部，学科の名称および学位の名称 

ａ 学部の名称 

    現在、健康科学部に理学療法学科及び整復医療・トレーナー学科を設置している。

これらの学科においては、リハビリテーションから疾病予防、介護予防にいたる包

括的能力をもつ専門職者の養成にあたっており、学部の名称を「健康科学部（Faculty 

of Health Sciences）」としている。 

   看護は、健康に関わる科学を支える専門職のなかでも、最も人数が多く、主要な

役割を果たすものであり、さらに他の２学科と同様の理念で教育にあたるため、増

設する学科を健康科学部の一学科として位置づける。 
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ｂ 学科の名称 

    保健師、看護師の国家試験受験資格を取得できる科目・単位を教育課程に含むこ

とにより、本学科を「看護学科」とし、英訳名は「Department of Nursing」とする。 

ｃ 学位の称号 

学位の称号は、主として看護全般を学修する教育課程を編成するため「学士（看

護学）」とし、英訳名は「Bachelor of Nursing」とする。 

 

（７）教育課程編成の考え方および特色 

  看護職としてふさわしい人材が育成できるように教育課程を編成するとともに、看

護師・保健師（選択制）・養護教諭Ⅰ種（選択制）の国家試験受験資格を取得できるよ

う教育課程を編成する。本学科の教育課程は、教育理念および教育目的・目標を達成

するために、以下のように編成する。 

 ① 教育課程を教養科目、専門基礎科目、専門科目の３分野に大別し、学年の進行と

ともに、体系的に学べるよう編成する。 

 ② 教養科目は、日本伝統文化の心を深く認識し、幅広い視野の豊かな人間性を涵養

し、専門職として必要な思考力と感性、さらには国際的視野を備えることができる

授業科目とする。 

 ③ 専門基礎科目は、専門科目における知識や技術を修得するための基盤となるため、

専門職として必要な基礎的知識を修得することができる授業科目とする。また、教

養科目との有機的連携を図りながら、看護学の概念要素である「人間」「環境」「健

康」「看護」の４つの領域を理解し、その後のより専門的・体系的な学習につなげつ

る科目とする。 

 ④ 専門科目は、専門職として必要な専門的知識と技術を修得するとともに、教養科

目および専門基礎科目で得たものを踏まえ、科学的探究心および自己啓発能力を育

む科目とする。 

  なお、本学では、高等学校において履修していないなどの理由で不足する授業に関

し、学士課程の履修の理解を促すために単位認定外で「初年次教育」を実施している。 

 

（８）健康科学部看護学科の設置手続 

   前述のような理念のもと、教員組織や教育課程を含めた設置趣旨をもって、平成２

３年４月開設を目指して、平成２２年４月に健康科学部看護学科の設置を届け出る。 

 

６ 施設、設備等の整備計画 

（１）校地，運動場の概要 

     千葉県浦安市明海地区に位置する校地１５，４８３．７２㎡のうち校舎敷地として

１１，４２２．２９㎡を、３１３７．２１を運動場用地として使用している。このキ

12 



ャンパスには、芸術学部美術学科と健康科学部理学療法学科、整復医療・トレーナー

学科の２学部３学科が既に設置されており、約８００人が学んでいる。グラウンドは、

ダスト舗装し、学生が任意に運動を行える空間となっており、その外周にベンチを置

き、学生が休息できる環境になっている。 

体育館は、地上１階建て延べ床面積１，０７１．１７㎡あり、室内はバスケットボ

ール、バレーボール、卓球、体操、剣道などのできるアリーナとし、スポーツ実習の

授業や日常の稽古で柔道を行う柔道場も兼ねるよう整備されている。 

校舎最上階に設置する学生食堂は、隣接するラウンジスペースを食堂スペースに改

修し、収容定員増に対応させた。 

 

（２）健康科学部看護学科設置に伴う施設の整備計画 

  ａ 基礎看護実習室（４４９㎡） 

    ３階講義室及び語学学習室を転用し、基礎看護実習室とする。看護学科実習室の

中で最大の実習室であり、病院のベッドサイドと同じ環境を整備する。 

  ｂ 成人看護実習室（３５９㎡） 

    ３階講義室を転用し、成人看護実習室とする。超音波や心電図をはじめさまざま

な機器を整備し、２年次からの演習の授業や、指導教員と一緒にゼミや研究活動を

行う。 

  ｃ 母性・小児実習室（１８０㎡） 

    ３階講義室を転用し、母性・小児実習室とする。沐浴など赤ちゃんの世話、子ど

もの世話、お産のケアの演習に必要な設備を整備し、２年次からの演習の授業や、

指導教員と一緒にゼミや研究活動を行う。 

  ｄ 地域・在宅・老人実習室（１７９㎡） 

    ３階講義室を転用し、地域・在宅・老人実習室とする。 家庭訪問の演習ができ

る設備や、入浴やリハビリテーション介助の練習設備を整備し、２年次からの演習

の授業や、指導教員と一緒にゼミや研究活動を行う。 

  ｅ 調理実習室（８９㎡） 

    １階附属接骨院が学外へ移転を予定しているため、調理実習室に転用する。食事

事療法を必要とする患者の指導方法の演習等を行う。 

  ｆ 講義室 

    ３階フロアの講義室を転用し看護学科実習室とするため、講義室が不足すること

が考えられるため、１階附属図書館の閉架書庫を改装し、講義室（１３０㎡）とす

る。この１階の講義室には最新の視聴覚システムを導入し、他学科と共同で使用す

る。 

  ｇ 学生用ロッカー室 

    収容定員増に伴い学生用ロッカー室スペースが不足するため、学生募集を停止す
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る芸術学部美術学科の作品保管庫１室を転用する。 

  ｈ 教員研究室 

    教員研究室は、教授・准教授・講師それぞれに１室用意されており、講義の準備、

研究活動、成績配布を初めとする学生に対する勉学上の指導や学生生活に関する指

導を行う。 

 

（３）図書等の資料及び図書館の整備計画 

   了德寺大学附属図書館は、校舎１階に設置されており、平日８時３０分から２０時３

０分まで、土曜日は９時から１７時まで使用可能である。 

平成２２年３月現在、図書１８，６８８冊、雑誌３３２タイトルを所蔵している。

書庫は開架式で、最大で１９万冊の収蔵が可能である。ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ビデ

オ等の視聴覚資料は２００点用意されている。図書資料については、新学科設置のた

めの予算において新規購入予算が割り当てられており、今後一層の充実をはかる予定

である。電子ジャーナルや画像・文献などのＷｅｂ系データベースの導入については、

利用度を勘案しながら具体的な整備計画を策定する。 

   設備面においては、閲覧席数１９２席の閲覧室をはじめ、パソコンルーム、１人用

のスタディルーム、グループ研究室など計２８４席を備えている。カウンターでは図

書の貸出サービスに加えて、国立情報学研究所に加盟し、ＩＬＬを利用することで、

他大学との相互利用を扱うレファレンスサービスを行っている。図書館資料利用のた

め図書館情報管理システムを導入し、蔵書検索、貸出予約等が電子的な方法で可能と

なっている。教員の教育研究活動を支援し、学生の勉学を手助けするため、調査・研

究活動の援助、相談を図書館専門職員により随時行っている。学生及び教職員が図書

館資料を複写できるよう、閲覧室内に複写機を配置しているが、看護学科増設に伴い、

増台を予定している。 
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資料１ 

 

看護師学校養成所受験者調査 

 

 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川 全国 

高校卒業予定者数 27322 19360 17602 54049 46364 96664 59738 1089188

センタ現役志願率 40.1％ 41.4％ 43.6％ 39.9％ 37.9％ 46.9％ 39.5％ 39.3％

看護志望者数 2014 2587 2286 5077 5548 20762 8246 143712

看護志願割合 7.4％ 13.4％ 13.0％ 9.4％ 12.0％ 21.5％ 13.8％ 13.2％

看護の大学数 4 3 6 3 5 14 7 168

大学の定員 280 290 450 280 529 1150 575 13193

大学志願者数 746 1659 1734 1494 2494 11043 4010 67054

大学の倍率 2.7 5.7 3.9 5.3 4.7 9.6 7.0 5.1

大学志願者割合 37.0％ 64.1％ 75.9％ 29.4％ 45.0％ 53.2％ 48.6％ 46.7％

（平成２０年「看護関係統計資料集」引用） 

 

 

 

 

 

資料２ 

 

看護医療系を目指す高校２年生の志望系統アンケート 

 

単位：人（カッコ内は都道府県ごとの全体に占める割合、複数回答可） 

 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 合計 

看護師 82（78.8％） 64（79.0％） 169（86.7％） 55（82.1％） 370（82.8％）

理学療法士 14（13.5％） 11（13.6％） 17（ 8.7％） 7（10.4％） 49（11.0％）

作業療法士 8（ 7.7％） 5（ 6.2％） 4（ 2.1％） 4（ 6.0％） 21（ 4.7％）

臨床検査技師 6（ 5.8％） 2（ 2.5％） 5（ 2.6％） 1（ 1.5％） 14（ 3.1％）

救急救命士 2（ 1.9％） 3（ 3.7％） 8（ 4.1％） 0（ 0.0％） 13（ 2.9％）

（平成２１年 新宿セミナー調べ） 
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